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(57)【要約】
【課題】　本発明は、長期間保存した場合でも色相と匂いの安定性に優れる内部オレフィ
ンスルホン酸塩組成物、及び内部オレフィンスルホン酸塩の保存方法を提供する。
【解決手段】　本発明の内部オレフィンスルホン酸塩組成物は、内部オレフィンスルホン
酸塩、アルカリ金属水酸化物及びアルカリ土類金属水酸化物から選ばれる１種以上のアル
カリ剤及び水を含有し、前記アルカリ剤の含有量が、前記内部オレフィンスルホン酸塩１
ｍｏｌに対して０．２ｍｍｏｌ以上１５ｍｍｏｌ以下である。また、本発明の内部オレフ
ィンスルホン酸塩の保存方法は、内部オレフィンスルホン酸塩と、少なくともアルカリ剤
とを混合して、前記アルカリ剤の含有量が前記内部オレフィンスルホン酸塩１ｍｏｌに対
して０．２ｍｍｏｌ以上１５ｍｍｏｌ以下である組成物とするものである。
【選択図】　なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内部オレフィンスルホン酸塩及び水を含有し、前記内部オレフィンスルホン酸塩の含有
量が１０質量％以下である場合、又は前記内部オレフィンスルホン酸塩の含有量が１０質
量％超であるときには、その含有量が１０質量％になるように水で調整した場合の２５℃
におけるｐＨが、８．５以上１１．０以下である、内部オレフィンスルホン酸塩組成物。
【請求項２】
　内部オレフィンスルホン酸塩、アルカリ金属水酸化物及びアルカリ土類金属水酸化物か
ら選ばれる１種以上のアルカリ剤、及び水を含有し、前記アルカリ剤の含有量が、前記内
部オレフィンスルホン酸塩１ｍｏｌに対して０．２ｍｍｏｌ以上１５ｍｍｏｌ以下である
、内部オレフィンスルホン酸塩組成物。
【請求項３】
　さらに、緩衝剤を含有する、請求項１又は２に記載の内部オレフィンスルホン酸塩組成
物。
【請求項４】
　前記緩衝剤の含有量が、前記内部オレフィンスルホン酸塩１００質量部に対して０．０
１質量部以上３．０質量部以下である、請求項３に記載の内部オレフィンスルホン酸塩組
成物。
【請求項５】
　さらに、酸が配合された、請求項１～４のいずれかに記載の内部オレフィンスルホン酸
塩組成物。
【請求項６】
　内部オレフィンスルホン酸塩組成物中の内部オレフィンスルホン酸塩の含有量は、１０
質量％以上８０質量％以下である、請求項１～５のいずれかに記載の内部オレフィンスル
ホン酸塩組成物。
【請求項７】
　前記内部オレフィンスルホン酸塩の炭素数は、１０以上２４以下である、請求項１～６
のいずれかに記載の内部オレフィンスルホン酸塩組成物。
【請求項８】
　内部オレフィンスルホン酸塩及び水を含有する組成物において、
　前記組成物中の前記内部オレフィンスルホン酸塩の含有量が１０質量％以下である場合
には、前記組成物の２５℃におけるｐＨを８．５以上１１．０以下に調整し、
　前記組成物中の前記内部オレフィンスルホン酸塩の含有量が１０質量％超である場合に
は、その含有量が１０質量％になるように水で希釈した希釈液の２５℃におけるｐＨが８
．５以上１１．０以下になるように前記組成物のｐＨを調整する、内部オレフィンスルホ
ン酸塩の保存方法。
【請求項９】
　内部オレフィンスルホン酸塩と、少なくともアルカリ金属水酸化物及びアルカリ土類金
属水酸化物から選ばれる１種以上のアルカリ剤とを混合して、前記アルカリ剤の含有量が
前記内部オレフィンスルホン酸塩１ｍｏｌに対して０．２ｍｍｏｌ以上１５ｍｍｏｌ以下
である組成物とする、内部オレフィンスルホン酸塩の保存方法。
【請求項１０】
　前記組成物に、さらに緩衝剤を混合する、請求項８又は９に記載の内部オレフィンスル
ホン酸塩の保存方法。
【請求項１１】
　前記組成物中の前記緩衝剤の含有量が、前記内部オレフィンスルホン酸塩１００質量部
に対して０．０１質量部以上３．０質量部以下である、請求項１０に記載の内部オレフィ
ンスルホン酸塩の保存方法。
【請求項１２】
　前記組成物中に、さらに酸を混合する、請求項８～１１のいずれかに記載の内部オレフ
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ィンスルホン酸塩の保存方法。
【請求項１３】
　前記組成物中の前記内部オレフィンスルホン酸塩の含有量は、１０質量％以上８０質量
％以下である、請求項８～１２のいずれかに記載の内部オレフィンスルホン酸塩の保存方
法。
【請求項１４】
　前記内部オレフィンスルホン酸塩の炭素数は、１０以上２４以下である、請求項８～１
３のいずれかに記載の内部オレフィンスルホン酸塩の保存方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、洗浄剤の基剤として有用な内部オレフィンスルホン酸塩組成物、及び内部オ
レフィンスルホン酸塩の保存方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、アニオン性界面活性剤、特にアルキル硫酸塩、ポリオキシアルキレンアルキルエ
ーテル硫酸塩は、洗浄力及び起泡力に優れていることから家庭用及び工業用の洗浄成分と
して広く用いられている。アニオン性界面活性剤の一つとして、オレフィンスルホン酸塩
、特に二重結合をオレフィンの末端ではなく内部に有する内部オレフィンを原料として得
られる内部オレフィンスルホン酸塩が報告されている。
【０００３】
　前記内部オレフィンスルホン酸塩は、一般に内部オレフィンを三酸化硫黄ガスと反応さ
せてスルホン化し、得られた内部オレフィンスルホン化物を中和後、更に加水分解するこ
とにより得られる。近年、内部オレフィンスルホン酸塩を配合した洗浄剤において、良好
なすすぎ性などの特性も見出されており、今後も様々な場面での使用が期待できる。
【０００４】
　例えば、特許文献１では、洗浄時の泡立ち、すすぎ時のすすぎ性、乾燥後の毛髪のツヤ
、の全てにおいて優れた性能を有する水性毛髪洗浄剤を提供することを目的として、
　次の成分（Ａ）、（Ｂ）及び（Ｃ）並びに水を含有し、水で２０質量倍に希釈したとき
の２５℃におけるｐＨが２～５である水性毛髪洗浄剤が提案されている。
（Ａ）内部オレフィンのスルホン酸化物
（Ｂ）特定の有機溶剤
（Ｃ）ヒドロキシモノカルボン酸及びジカルボン酸からなる群より選択される一又は二以
上の有機カルボン酸
【０００５】
　また、特許文献２では、短時間の使用であっても高い殺菌効果を発現し、かつ洗浄時の
泡立ち、泡質、すすぎ性に優れた殺菌洗浄剤組成物を提供することを目的として、
　（ａ）成分：炭素数１２以上１８以下の内部オレフィンスルフォン酸塩を０．５質量％
以上２０質量％以下、
　（ｂ）成分：油溶性殺菌剤を０．１質量％以上１．０質量％以下、並びに
　（ｃ）成分：ＬｏｇＰが２.０以上４．０以下である溶剤を０．２５質量％以上７．０
質量％以下含有し、２５℃におけるｐＨが４．７以上７．５以下である殺菌洗浄剤組成物
が提案されている。
【０００６】
　また、特許文献３では、洗浄時には豊かな泡立ちと洗浄時の泡の持続性を示すが、すす
ぎ時には瞬時に泡が消え、少量の水ですすぎが完了する手洗い用食器洗浄剤を提供するこ
とを目的として、
　下記（ａ）成分を１質量％以上、５０質量％以下、下記（ｂ）成分を０．５質量％以上
、５質量％以下、及び、下記（ｃ）成分を含有し、（ｃ）成分／（ａ）成分の質量比が０
．０１以上、１以下である、手洗い用食器洗浄剤組成物が提案されている。



(4) JP 2019-99794 A 2019.6.24

10

20

30

40

50

（ａ）成分：炭素数８以上、２４以下の内部オレフィンスルホン酸塩
（ｂ）成分：炭素数８以上、２２以下の脂肪酸又はその塩
（ｃ）成分：下記（ｃ１）、（ｃ２）、及び（ｃ３）から選ばれる１種以上の化合物
（ｃ１）：炭素数８以上、２２以下のアルキル基又はアルケニル基を有するアルキル又は
アルケニルアルカノールアミド
（ｃ２）：炭素数７以上、２１以下のアルキル基又はアルケニル基を有する脂肪酸アミド
プロピルベタイン
（ｃ３）：炭素数８以上、２２以下のアルキル基又はアルケニル基を有するポリオキシエ
チレンアルキル又はアルケニルアミン
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開２０１４－７６９８３号公報
【特許文献２】特開２０１５－１７８５４８号公報
【特許文献３】特開２０１６－１４７９２８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　しかし、従来の内部オレフィンスルホン酸塩を含む組成物を長期間保存すると、色相が
悪くなったり、匂いが強くなる場合があった。
【０００９】
　本発明は、長期間保存した場合でも色相と匂いの安定性に優れる内部オレフィンスルホ
ン酸塩組成物、及び内部オレフィンスルホン酸塩の保存方法を提供するものである。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　内部オレフィンスルホン酸塩を含む組成物を長期間保存すると、色相が悪くなったり、
匂いが強くなる原因は明らかではないが、保存中に組成物中の内部オレフィンスルホン酸
塩等が酸化、分解、結合、あるいは重合等することが原因であると考えられる。そして、
本発明者らは、内部オレフィンスルホン酸塩を含む組成物のｐＨを制御することにより、
又は内部オレフィンスルホン酸塩を含む組成物中のアルカリ剤の含有量を制御することに
より、長期間保存した場合でも色相と匂いの安定性に優れる内部オレフィンスルホン酸塩
組成物が得られることを見出した。
【００１１】
　すなわち、本発明は、内部オレフィンスルホン酸塩及び水を含有し、前記内部オレフィ
ンスルホン酸塩の含有量が１０質量％以下である場合、又は前記内部オレフィンスルホン
酸塩の含有量が１０質量％超であるときには、その含有量が１０質量％になるように水で
調整した場合の２５℃におけるｐＨが、８．５以上１１．０以下である、内部オレフィン
スルホン酸塩組成物、に関する。
【００１２】
　また、本発明は、内部オレフィンスルホン酸塩、アルカリ金属水酸化物及びアルカリ土
類金属水酸化物から選ばれる１種以上のアルカリ剤及び水を含有し、前記アルカリ剤の含
有量が、前記内部オレフィンスルホン酸塩１ｍｏｌに対して０．２ｍｍｏｌ以上１５ｍｍ
ｏｌ以下である、内部オレフィンスルホン酸塩組成物、に関する。
【００１３】
　また、本発明は、内部オレフィンスルホン酸塩及び水を含有する組成物において、
　前記組成物中の前記内部オレフィンスルホン酸塩の含有量が１０質量％以下である場合
には、前記組成物の２５℃におけるｐＨを８．５以上１１．０以下に調整し、
　前記組成物中の前記内部オレフィンスルホン酸塩の含有量が１０質量％超である場合に
は、その含有量が１０質量％になるように水で希釈した希釈液の２５℃におけるｐＨが８
．５以上１１．０以下になるように前記組成物のｐＨを調整する、内部オレフィンスルホ
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ン酸塩の保存方法、に関する。
【００１４】
　また、本発明は、内部オレフィンスルホン酸塩と、少なくともアルカリ金属水酸化物及
びアルカリ土類金属水酸化物から選ばれる１種以上のアルカリ剤とを混合して、前記アル
カリ剤の含有量が前記内部オレフィンスルホン酸塩１ｍｏｌに対して０．２ｍｍｏｌ以上
１５ｍｍｏｌ以下である組成物とする、内部オレフィンスルホン酸塩の保存方法、に関す
る。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明の内部オレフィンスルホン酸塩組成物は、長期間保存した場合でも色相と匂いが
変化しにくく、安定性に優れるものである。そのため、本発明の内部オレフィンスルホン
酸塩組成物は、各種洗浄剤の基剤として有用である。また、本発明の内部オレフィンスル
ホン酸塩の保存方法によれば、内部オレフィンスルホン酸塩の品質を長期間安定化させる
ことができる。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　本発明の内部オレフィンスルホン酸塩組成物は、内部オレフィンスルホン酸塩及び水を
含有し、前記内部オレフィンスルホン酸塩の含有量が１０質量％以下である場合、又は前
記内部オレフィンスルホン酸塩の含有量が１０質量％超であるときには、その含有量が１
０質量％になるように水で調整した場合の２５℃におけるｐＨが、８．５以上１１．０以
下である。なお、内部オレフィンスルホン酸塩の含有量が１０質量％超であるときに、そ
の含有量が１０質量％になるように水で調整するのは、内部オレフィンスルホン酸塩の濃
度が高くなると内部オレフィンスルホン酸塩組成物が高粘度になり、前記組成物のｐＨを
測定し難くなるためである。
【００１７】
　また、本発明の内部オレフィンスルホン酸塩組成物は、内部オレフィンスルホン酸塩、
アルカリ金属水酸化物及びアルカリ土類金属水酸化物から選ばれる１種以上のアルカリ剤
及び水を含有し、前記アルカリ剤の含有量が、前記内部オレフィンスルホン酸塩１ｍｏｌ
に対して０．２ｍｍｏｌ以上１５ｍｍｏｌ以下である。
【００１８】
　前記内部オレフィンスルホン酸塩は、公知のものを特に制限なく使用することができ、
例えば、原料である内部オレフィン（二重結合をオレフィン鎖の内部に有するオレフィン
）をスルホン化、中和及び加水分解することにより得られる。すなわち、内部オレフィン
をスルホン化すると、定量的にβ－サルトンが生成し、β－サルトンの一部は、γ－サル
トン、オレフィンスルホン酸へと変化し、更にこれらは中和・加水分解工程においてヒド
ロキシアルカンスルホン酸塩と、オレフィンスルホン酸塩へと転換する（例えば、J. Am.
 Oil Chem. Soc. 69, 39(1992))。なお、かかる内部オレフィンとは、二重結合の位置が
炭素鎖の１位に存在する、いわゆるα－オレフィンを微量に含有する場合も含む広義の意
味である。ここで、得られるヒドロキシアルカンスルホン酸塩のヒドロキシ基は、炭素鎖
の内部にあり、オレフィンスルホン酸塩の二重結合は炭素鎖の内部にある。また、得られ
る生成物は、主にこれらの混合物であり、またその一部には、炭素鎖の末端にヒドロキシ
基を有するヒドロキシアルカンスルホン酸塩、又は炭素鎖の末端に二重結合を有するオレ
フィンスルホン酸塩が微量に含まれる場合もある。本発明では、これらの各生成物及びそ
れらの混合物を総称して内部オレフィンスルホン酸塩という。なお、ヒドロキシアルカン
スルホン酸塩を内部オレフィンスルホン酸塩のヒドロキシ体（以下、ＨＡＳともいう。）
、オレフィンスルホン酸塩を内部オレフィンスルホン酸塩のオレフィン体（以下、ＩＯＳ
ともいう。）ともいう。
【００１９】
　前記内部オレフィンスルホン酸塩の炭素数は、洗浄性能等の観点から、好ましくは１０
以上、より好ましくは１２以上、更に好ましくは１４以上、より更に好ましくは１６以上
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であり、また、好ましくは２４以下、より好ましくは２２以下、更に好ましくは２０以下
、より更に好ましくは１８以下である。内部オレフィンスルホン酸塩は１種で用いてもよ
く、炭素数が異なるものを２種以上併用してもよい。
【００２０】
　前記内部オレフィンスルホン酸塩が、ヒドロキシアルカンスルホン酸塩とオレフィンス
ルホン酸塩を含む混合物である場合、ヒドロキシアルカンスルホン酸塩の含有量とオレフ
ィンスルホン酸塩の含有量の質量比（ヒドロキシ体／オレフィン体）は、洗浄性能と泡立
ち性能の観点から、好ましくは４０／６０～９５／５、より好ましくは６０／４０～９０
／１０、更に好ましくは７０／３０～８８／１２、より更に好ましくは７５／２５～８６
／１４である。なお、ヒドロキシアルカンスルホン酸塩の含有量とオレフィンスルホン酸
塩の含有量の質量比は、ＨＰＬＣによりヒドロキシアルカンスルホン酸塩とオレフィンス
ルホン酸塩を分離した後、実施例に記載の方法により測定することができる。
【００２１】
　前記内部オレフィンスルホン酸塩は、生産コストの低減及び生産性向上の観点から、ス
ルホン酸基の位置が２位であるものを好ましくは６．８質量％以上、より好ましくは８．
６質量％以上、更に好ましくは１１．３質量％以上、より更に好ましくは１３．１質量％
以上含み、また、洗浄性能と泡立ち性能の観点から、スルホン酸基の位置が２位であるも
のを好ましくは２４．９質量％以下、より好ましくは２４．０質量％以下、更に好ましく
は２３．１質量％以下、より更に好ましくは２２．２質量％以下、より更に好ましくは２
１．３質量％以下、より更に好ましくは２０．４質量％以下、より更に好ましくは１９．
５質量％以下、より更に好ましくは１８．６質量％以下含む。スルホン酸基の位置が２位
である内部オレフィンスルホン酸塩の含有量は、ガスクロマトグラフィーにより測定する
ことができる。
【００２２】
　前記内部オレフィンスルホン酸塩は、生産コストの低減及び生産性向上の観点から、炭
素鎖の末端に二重結合を有するオレフィンスルホン酸塩を好ましくは０．０１質量％以上
、より好ましくは０．１質量％以上、更に好ましくは０．５質量％以上、より更に好まし
くは１．０質量％以上含み、また、洗浄性能と泡立ち性能の観点から、炭素鎖の末端に二
重結合を有するオレフィンスルホン酸塩を好ましくは１０質量％以下、より好ましくは５
．３質量％以下、更に好ましくは５．０質量％以下、より更に好ましくは４．７質量％以
下、より更に好ましくは４．４質量％以下、より更に好ましくは４．１質量％以下、より
更に好ましくは３．７質量％以下、より更に好ましくは３．４質量％以下、より更に好ま
しくは３．１質量％以下含む。
【００２３】
　前記内部オレフィンスルホン酸塩は、上記のような公知の製造方法、例えば、内部オレ
フィンをスルホン化、中和及び加水分解することにより製造することができる。以下、各
工程について具体的に説明する。
【００２４】
〔スルホン化工程〕
　スルホン化工程は、内部オレフィンと三酸化硫黄とを反応させてスルホン化物を得る工
程である。
【００２５】
　内部オレフィンは、前記内部オレフィンスルホン酸塩を得るために、二重結合位置が２
位であるものを好ましくは１０質量％以上、より好ましくは１３質量％以上、更に好まし
くは１８質量％以上、より更に好ましくは２１質量％以上含み、また、好ましくは４２質
量％以下、より好ましくは４１質量％以下、更に好ましくは３９質量％以下、より更に好
ましくは３７質量％以下、より更に好ましくは３６質量％以下、より更に好ましくは３４
質量％以下、より更に好ましくは３３質量％以下、より更に好ましくは３１質量％以下含
む。
【００２６】
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　内部オレフィンは、公知の方法、例えば、国際公開第２０１１／０５２７３２号に記載
の方法により製造することができる。
【００２７】
　三酸化硫黄は特に制限されないが、反応性を向上させる観点から、三酸化硫黄ガスを用
いることが好ましい。
【００２８】
　内部オレフィンに対する三酸化硫黄の反応モル比は、不純物量を低減する観点から、好
ましくは０．９以上、より好ましくは０．９５以上、更に好ましくは０．９８以上であり
、また、不純物量を低減し、過剰反応を抑制する観点から、好ましくは１．１以下、より
好ましくは１．０５以下、更に好ましくは１．０３以下である。
【００２９】
〔中和工程〕
　中和工程は、得られたスルホン化物とアルカリ剤とを反応させて中和生成物を得る工程
である。
【００３０】
　中和に使用するアルカリ剤としては、例えば、無機アルカリ化合物が挙げられる。無機
アルカリ化合物としては、例えば、水酸化ナトリウム、水酸化カリウムなどのアルカリ金
属水酸化物；水酸化マグネシウム、水酸化カルシウムなどのアルカリ土類金属水酸化物；
炭酸ナトリウム、炭酸カリウムなどのアルカリ金属炭酸塩が挙げられる。これらは1種用
いてもよく、２種以上を併用してもよい。
【００３１】
　アルカリ剤は、入手性及び経済性の観点から、好ましくはアルカリ金属水酸化物及びア
ルカリ土類金属水酸化物から選ばれる１種以上、より好ましくはアルカリ金属水酸化物、
更に好ましくは水酸化ナトリウム又は水酸化カリウムである。
【００３２】
　アルカリ剤は、固体又は水溶液の形態で使用される。取扱い及び生産性の観点から、水
溶液であることが好ましい。
【００３３】
　アルカリ剤の添加量は、前記スルホン化物の理論酸価に対して、好ましくは１．０２モ
ル倍以上、より好ましくは１．０３モル倍以上、更に好ましくは１．０４モル倍以上であ
り、また、好ましくは１．５モル倍以下、より好ましくは１．３モル倍以下、更に好まし
くは１．１モル倍以下である。
【００３４】
　中和工程の処理温度は、反応性を向上させる観点から、好ましくは０℃以上、より好ま
しくは１０℃以上、更に好ましくは２０℃以上であり、また、副反応を抑制する観点から
、好ましくは６０℃以下、より好ましくは４０℃以下である。
【００３５】
　中和工程の処理時間は、反応を完結させる観点から、好ましくは５分以上、より好まし
くは１５分以上、更に好ましくは３０分以上であり、また、経済性等の観点から、好まし
くは５時間以下、より好ましくは２時間以下、更に好ましくは９０分以下である。
【００３６】
〔加水分解工程〕
　加水分解工程は、得られた中和生成物を加水分解する工程である。
【００３７】
　加水分解工程において、加水分解時の温度は、反応性を向上させる観点から、好ましく
は１２０℃以上、より好ましくは１４０℃以上、更に好ましくは１６０℃以上であり、ま
た、生成物の分解を抑制する観点から、好ましくは２２０℃以下、より好ましくは１８０
℃以下である。
【００３８】
　加水分解工程の処理時間は、反応を完結させる観点から、好ましくは３０分以上、より
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好ましくは４５分以上であり、また、生産性を向上させる観点から、好ましくは４時間以
下、より好ましくは３時間以下、更に好ましくは２時間以下、より更に好ましくは９０分
以下である。
【００３９】
　加水分解工程によって内部オレフィンスルホン酸塩を含む水溶液が得られる。必要によ
り、脱塩、脱色、及び還元等の処理を行ってもよい。また、抽出操作等を行うことにより
、内部オレフィンスルホン酸塩を含む水溶液から内部オレフィンスルホン酸塩を得てもよ
い。
【００４０】
　本発明の内部オレフィンスルホン酸塩組成物は、アルカリ金属水酸化物及びアルカリ土
類金属水酸化物から選ばれる１種以上のアルカリ剤を含有する。前記アルカリ剤は、入手
性及び経済性の観点から、好ましくはアルカリ金属水酸化物、より好ましくは水酸化ナト
リウム又は水酸化カリウムである。
【００４１】
　前記内部オレフィンスルホン酸塩組成物中のアルカリ金属水酸化物及びアルカリ土類金
属水酸化物から選ばれる１種以上のアルカリ剤の含有量は、保存時の色相と匂いの安定性
の観点から、内部オレフィンスルホン酸塩１ｍｏｌに対して、０．２ｍｍｏｌ以上であり
、好ましくは１．５ｍｍｏｌ以上、より好ましくは２．５ｍｍｏｌ以上、更に好ましくは
５ｍｍｏｌ以上であり、また、１５ｍｍｏｌ以下であり、好ましくは１０ｍｍｏｌ以下で
ある。アルカリ剤の含有量は、必要により、前記内部オレフィンスルホン酸塩組成物に内
部オレフィンスルホン酸塩又はアルカリ剤を添加することにより目的の範囲に調整するこ
とができる。なお、内部オレフィンスルホン酸塩組成物中のアルカリ剤の含有量は、中和
滴定により求めることができる。
【００４２】
　また、本発明の内部オレフィンスルホン酸塩組成物は、前記内部オレフィンスルホン酸
塩の含有量が１０質量％以下である場合、又は前記内部オレフィンスルホン酸塩の含有量
が１０質量％超であるときには、その含有量が１０質量％になるように水で調整した場合
の２５℃におけるｐＨを、８．５以上１１．０以下に調整するために、好ましくはアルカ
リ剤を含有する。アルカリ剤は特に制限されず、前記アルカリ剤であってもよく、別のア
ルカリ剤であってもよい。
【００４３】
　前記内部オレフィンスルホン酸塩組成物は、水（イオン交換水など）を含有する。
【００４４】
　本発明の内部オレフィンスルホン酸塩組成物は、液体（ペーストを含む）であり、その
製造方法は特に限定されず、例えば、前記内部オレフィンスルホン酸塩を含む水溶液を用
いて製造してもよく、前記内部オレフィンスルホン酸塩と水（イオン交換水など）と前記
アルカリ剤等を混合して製造してもよい。
【００４５】
　前記内部オレフィンスルホン酸塩組成物中の内部オレフィンスルホン酸塩の含有量は、
保存時の色相と匂いの安定性の観点から、好ましくは１０質量％以上、より好ましくは２
０質量％以上、更に好ましくは２５質量％以上、より更に好ましくは３０質量％以上、よ
り更に好ましくは３０質量％超、より更に好ましくは３２質量％以上、より更に好ましく
は３６質量％以上、より更に好ましくは４０質量％以上であり、また、取扱い性の観点か
ら、好ましくは８０質量％以下、より好ましくは７０質量％以下である。内部オレフィン
スルホン酸塩の含有量が前記範囲外の場合には、組成物中に水（イオン交換水など）を混
合するか又は組成物を濃縮して内部オレフィンスルホン酸塩の含有量を調整すればよい。
なお、前記内部オレフィンスルホン酸塩組成物中の内部オレフィンスルホン酸塩の含有量
は、流動電位法により求めることができる。
【００４６】
　前記内部オレフィンスルホン酸塩組成物中の水（イオン交換水など）の含有量は、前記
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各成分以外の残部となる量であることが好ましく、取扱い性の観点から、好ましくは１７
質量％以上、より好ましくは２７質量％以上であり、また、保存時の色相と匂いの安定性
の観点から、好ましくは８９質量％以下、より好ましくは７９質量％以下、更に好ましく
は７４質量％以下、より更に好ましくは６８質量％以下、より更に好ましくは５８質量％
以下である。
【００４７】
　前記内部オレフィンスルホン酸塩組成物は、内部オレフィンスルホン酸塩の含有量が１
０質量％以下である場合、又は前記内部オレフィンスルホン酸塩の含有量が１０質量％超
であるときには、その含有量が１０質量％になるように水（イオン交換水など）で希釈し
た場合の２５℃におけるｐＨが、保存時の色相と匂いの安定性の観点から、好ましくは８
．５以上、より好ましくは９．０以上、更に好ましくは９．４以上、より更に好ましくは
９．８以上であり、また、好ましくは１１．０以下、より好ましくは１０．５以下である
、前記ｐＨは、例えば、前記アルカリ剤、及び下記の緩衝剤や酸を添加することによって
調整することができる。
【００４８】
　前記内部オレフィンスルホン酸塩組成物は、保存時の色相と匂いの安定性、及びｐＨを
前記範囲内に保持する観点から、好ましくは緩衝剤を含有する。
【００４９】
　緩衝剤は特に制限されず、例えば、炭酸ナトリウム、炭酸カリウムなどの炭酸塩；炭酸
水素ナトリウム、炭酸水素カリウムなどの炭酸水素塩；ホウ酸ナトリウム、ホウ酸カリウ
ムなどのホウ酸塩；ケイ酸ナトリウム、ケイ酸カリウムなどのケイ酸塩などが挙げられる
。これらは1種単独で用いてもよく、２種以上を併用してもよい。これらのうち、入手性
及び経済性の観点から、好ましくは炭酸塩、より好ましくは炭酸ナトリウムである。
【００５０】
　緩衝剤の含有量は、ｐＨを前記範囲内に保持する観点から、内部オレフィンスルホン酸
塩１００質量部に対して、好ましくは０．０１質量部以上、より好ましくは０．０５質量
部以上、更に好ましくは０．１質量部以上であり、また、不純物量低減の観点から、好ま
しくは３．０質量部以下、より好ましくは２．５質量部以下、更に好ましくは２．０質量
部以下、より更に好ましくは１．０質量部以下、より更に好ましくは０．５質量部以下で
ある。
【００５１】
　前記内部オレフィンスルホン酸塩組成物には、酸などの安定化剤を特に添加する必要は
ないが、アルカリ剤の含有量を調整し、ｐＨを前記範囲内に調整するために、酸を添加し
てもよい。酸は、組成物中では酸塩として存在する。
【００５２】
　酸は特に制限されず、例えば、硫酸、塩酸、リン酸、ホウ酸などの無機酸；クエン酸、
りんご酸、マレイン酸、フマール酸、コハク酸などの有機酸が挙げられる。これらは1種
単独で用いてもよく、２種以上を併用してもよい。これらのうち、好ましくはクエン酸、
リン酸、ホウ酸、より好ましくはクエン酸である。
【００５３】
　酸の配合量は、ｐＨが前記範囲内になるように適宜調整すればよい。酸の配合量は、内
部オレフィンスルホン酸塩１００質量部に対して、好ましくは１０質量部以下、より好ま
しくは１質量部以下、更に好ましくは０．１質量部以下、より更に好ましくは０．０１質
量部以下である。
【００５４】
　前記内部オレフィンスルホン酸塩組成物は、貯蔵安定性又は粘度調整の観点から、アニ
オン界面活性剤やノニオン界面活性剤を含有していてもよい。
【００５５】
　アニオン界面活性剤としては、例えば、炭素数１０～２２のアルキル硫酸塩、炭素数１
０～２２のアルケニル硫酸塩、炭素数１０～２２のポリオキシアルキレンアルキルエーテ
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ル硫酸塩、炭素数１０～２２のポリオキシアルキレンアルケニルエーテル硫酸塩、炭素数
１０～２２のポリオキシアルキレンアルキルフェニルエーテル硫酸塩等の炭素数１０～２
２の硫酸エステル塩；炭素数１０～２２のスルホコハク酸アルキルエステル塩、炭素数１
０～２２のポリオキシアルキレンスルホコハク酸アルキルエステル塩、炭素数１０～２２
のアルカンスルホン酸塩、炭素数１０～２２のアシルイセチオネート、炭素数１０～２２
のアシルメチルタウレート、炭素数１０～２２のアルキルスルホ酢酸等の炭素数１０～２
２のスルホン酸塩；炭素数１０～２２の脂肪酸塩、炭素数１０～２２のポリオキシアルキ
レンアルキルエーテルカルボン酸塩、炭素数１０～２２のポリオキシアルキレンアルケニ
ルエーテルカルボン酸塩、炭素数１０～２２のポリオキシアルキレンアルキルフェニルエ
ーテルカルボン酸塩等の炭素数１０～２２のカルボン酸塩；炭素数１０～２２のアルキル
リン酸塩、炭素数１０～２２のポリオキシアルキレンアルキルエーテルリン酸塩等の炭素
数１０～２２のリン酸エステル塩；アシルグルタミン酸塩、アシルアラニン塩、アシルグ
リシン塩、アシルサルコシン塩、アシルアルギニン塩等の炭素数１０～２２のアシル基を
有するアミノ酸塩等が挙げられる。これらは１種単独で用いてもよく、２種以上を併用し
てもよい。
【００５６】
　ノニオン界面活性剤としては、例えば、炭素数１０～２２のポリオキシアルキレンアル
キルエーテル、ポリオキシエチレンソルビタン脂肪酸エステル、ポリオキシエチレンソル
ビット脂肪酸エステル、ポリオキシエチレングリセリン脂肪酸エステル、ポリオキシエチ
レン脂肪酸エステル、炭素数１０～２２のポリオキシエチレンアルキルフェニルエーテル
、炭素数１０～２２のポリオキシアルキレン（硬化）ヒマシ油等のポリアルキレングリコ
ール型ノニオン界面活性剤；ショ糖脂肪酸エステル、炭素数１０～２２のポリグリセリン
アルキルエーテル、ポリグリセリン脂肪酸エステル、炭素数１０～２２のアルキルグリコ
シド、アシル化アルキルグルカミド等の多価アルコール型ノニオン界面活性剤；脂肪酸ア
ルカノールアミド等が挙げられる。なお、上記ノニオン界面活性剤の脂肪酸又はアシル基
は炭素数１０～２２の脂肪酸を示す。具体的には、例えば、ヤシ油脂肪酸モノエタノール
アミド、ヤシ油脂肪酸Ｎ－メチルモノエタノールアミド等の脂肪酸モノアルカノールアミ
ドが挙げられる。これらは１種単独で用いてもよく、２種以上を併用してもよい。
【００５７】
　前記内部オレフィンスルホン酸塩組成物は、貯蔵安定性を向上させるために、ハイドロ
トロープ剤を含有していてもよい。
【００５８】
　ハイドロトロープ剤としては、例えば、トルエンスルホン酸、キシレンスルホン酸、ク
メンスルホン酸、及びこれらの塩（ナトリウム塩、カリウム塩、マグネシウム塩、及びア
ミン塩など）などが挙げられる。これらは１種単独で用いてもよく、２種以上を併用して
もよい。
【００５９】
　前記内部オレフィンスルホン酸塩組成物は、貯蔵安定性又は粘度調整の観点から、溶剤
を含有していてもよい。
【００６０】
　溶剤としては、例えば、エタノール、イソプロピルアルコール、エチレングリコール、
プロピレングリコール、ジエチレングリコール、ジプロピレングリコール、グリセリン、
イソプレングリコール、プロピレングリコールモノメチルエーテル、プロピレングリコー
ルモノエチルエーテル、３－メチル－３－メトキシブタノール、フェノキシエタノール、
フェニルグリコール、フェノキシイソプロパノール、ブチルジグリコール（ジエチレング
リコールモノブチルエーテル）、ジブチレンジグリコール、及びベンジルアルコールなど
が挙げられる。これらは１種単独で用いてもよく、２種以上を併用してもよい。
【００６１】
　前記内部オレフィンスルホン酸塩組成物は、５０℃で２０日間保存前後の色相変化率が
、好ましくは５％以下、より好ましくは３％以下、更に好ましくは２％以下である。
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【００６２】
　また、本発明の内部オレフィンスルホン酸塩の保存方法は、前記のように、内部オレフ
ィンスルホン酸塩及び水を含有する組成物において、前記組成物中の前記内部オレフィン
スルホン酸塩の含有量が１０質量％以下である場合には、前記組成物の２５℃におけるｐ
Ｈを８．５以上１１．０以下に調整し、前記組成物中の前記内部オレフィンスルホン酸塩
の含有量が１０質量％超である場合には、その含有量が１０質量％になるように水で希釈
した希釈液の２５℃におけるｐＨが８．５以上１１．０以下になるように前記組成物のｐ
Ｈを調整するものである。前記ｐＨを、８．５以上１１．０以下に調整することにより、
内部オレフィンスルホン酸塩の保存安定性を向上させることができる。なお、内部オレフ
ィンスルホン酸塩の含有量が１０質量％超であるときに、その含有量が１０質量％になる
ように水で希釈するのは、内部オレフィンスルホン酸塩の濃度が高くなると内部オレフィ
ンスルホン酸塩組成物が高粘度になり、前記組成物のｐＨを測定し難くなるためである。
【００６３】
　また、本発明の内部オレフィンスルホン酸塩の保存方法は、前記のように、内部オレフ
ィンスルホン酸塩と、少なくともアルカリ金属水酸化物及びアルカリ土類金属水酸化物か
ら選ばれる１種以上のアルカリ剤とを混合して、前記アルカリ剤の含有量が前記内部オレ
フィンスルホン酸塩１ｍｏｌに対して０．２ｍｍｏｌ以上１５ｍｍｏｌ以下である組成物
とするものである。内部オレフィンスルホン酸塩と前記アルカリ剤とを混合して、前記ア
ルカリ剤の含有量を前記範囲に調整した組成物とすることにより、内部オレフィンスルホ
ン酸塩の保存安定性を向上させることができる。
【００６４】
　前記組成物中の各成分及びその含有量、ならびに前記組成物のｐＨは前記と同様である
ため記載を省略する。
【００６５】
　本発明の内部オレフィンスルホン酸塩組成物は、食器用洗浄剤や住居用洗浄剤等の硬質
表面洗浄剤、衣料用洗浄剤、衣料用処理剤、衣料用柔軟剤、身体用洗浄剤、及び毛髪用洗
浄剤などに配合される基剤として用いることができ、また、これらの製造のために使用す
ることができる。　
　本発明の食器用洗浄剤は、例えば、プラスチック、ガラス、陶器、ステンレス、木、ス
ポンジ、まな板、調理台、テーブル、及び椅子などの洗浄に用いられ、着色や匂い等が課
題となる硬質表面の洗浄に好適に用いられ、好ましくはプラスチック、ガラス、陶器、ス
ポンジ、まな板、調理台、テーブル、及び椅子の洗浄に用いられる。　
　本発明の住居用洗浄剤は、例えば、プラスチック、ガラス、陶器、ステンレス、木、紙
、皮、ゴム、壁、フローリング、浴槽、洗面台、便器、及び窓などの洗浄に用いられ、着
色や匂い等が課題となる硬質表面の洗浄に好適に用いられ、好ましくはプラスチック、ガ
ラス、陶器、紙、壁、フローリング、浴槽、及び便器などの洗浄に用いられる。
【００６６】
　食器用洗浄剤や住居用洗浄剤等の硬質表面洗浄剤、衣料用洗浄剤、衣料用処理剤、衣料
用柔軟剤、身体用洗浄剤、及び毛髪用洗浄剤は、本発明の内部オレフィンスルホン酸塩組
成物と共に公知の成分、例えば、前記内部オレフィンスルホン酸塩以外の界面活性剤、及
び補助剤などを含んでいてもよい。補助剤としては、例えば、増泡剤、消泡剤、ポリマー
、油剤、親水性溶剤、シリコーン、保湿剤、保存料、粘度調節剤、防腐剤、抗菌剤、抗フ
ケ剤、抗炎症剤、酸化防止剤、紫外線吸収剤、金属イオン封鎖剤、パール光沢剤、色素、
香料、酵素、漂白剤、漂白活性化剤、キレート剤、水溶性塩類、多価陽イオン、及びｐＨ
調整剤などが挙げられる。前記補助剤は、用途に応じて１種又は２種以上用いられる。
【００６７】
　前記硬質表面洗浄剤、住居用洗浄剤又は食器用洗浄剤中の界面活性剤（前記内部オレフ
ィンスルホン酸塩を含む）の含有量は特に制限されないが、好ましくは０．５質量％以上
、より好ましくは１５質量％以上であり、また、好ましくは６０質量％以下、より好まし
くは３０質量％以下である。
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【００６８】
　前記硬質表面洗浄剤、住居用洗浄剤又は食器用洗浄剤はｐＨ調整剤（クエン酸など）を
含有することが好ましい。前記硬質表面洗浄剤、住居用洗浄剤又は食器用洗浄剤中のｐＨ
調整剤の含有量は特に制限されないが、好ましくは０．００１質量％以上であり、また、
好ましくは８質量％以下、より好ましくは５質量％以下である。
【００６９】
　以下に、本発明及び本発明の好ましい実施態様を示す。
＜１＞
　内部オレフィンスルホン酸塩及び水を含有し、前記内部オレフィンスルホン酸塩の含有
量が１０質量％以下である場合、又は前記内部オレフィンスルホン酸塩の含有量が１０質
量％超であるときには、その含有量が１０質量％になるように水で調整した場合の２５℃
におけるｐＨが、８．５以上１１．０以下である、内部オレフィンスルホン酸塩組成物。
＜２＞
　内部オレフィンスルホン酸塩、アルカリ金属水酸化物及びアルカリ土類金属水酸化物か
ら選ばれる１種以上のアルカリ剤及び水を含有し、前記アルカリ剤の含有量が、前記内部
オレフィンスルホン酸塩１ｍｏｌに対して０．２ｍｍｏｌ以上１５ｍｍｏｌ以下である、
内部オレフィンスルホン酸塩組成物。
＜３＞
　前記内部オレフィンスルホン酸塩の炭素数は、好ましくは１０以上、より好ましくは１
２以上、更に好ましくは１４以上、より更に好ましくは１６以上であり、また、好ましく
は２４以下、より好ましくは２２以下、更に好ましくは２０以下、より更に好ましくは１
８以下である、＜１＞又は＜２＞に記載の内部オレフィンスルホン酸塩組成物。
＜４＞
　前記内部オレフィンスルホン酸塩が、ヒドロキシアルカンスルホン酸塩とオレフィンス
ルホン酸塩を含む混合物である場合、ヒドロキシアルカンスルホン酸塩の含有量とオレフ
ィンスルホン酸塩の含有量の質量比（ヒドロキシ体／オレフィン体）は、好ましくは４０
／６０～９５／５、より好ましくは６０／４０～９０／１０、更に好ましくは７０／３０
～８８／１２、より更に好ましくは７５／２５～８６／１４である、＜１＞～＜３＞に記
載の内部オレフィンスルホン酸塩組成物。
＜５＞
　前記内部オレフィンスルホン酸塩は、スルホン酸基の位置が２位であるものを好ましく
は６．８質量％以上、より好ましくは８．６質量％以上、更に好ましくは１１．３質量％
以上、より更に好ましくは１３．１質量％以上含み、また、好ましくは２４．９質量％以
下、より好ましくは２４．０質量％以下、更に好ましくは２３．１質量％以下、より更に
好ましくは２２．２質量％以下、より更に好ましくは２１．３質量％以下、より更に好ま
しくは２０．４質量％以下、より更に好ましくは１９．５質量％以下、より更に好ましく
は１８．６質量％以下含む、＜１＞～＜４＞のいずれかに記載の内部オレフィンスルホン
酸塩組成物。
＜６＞
　前記内部オレフィンスルホン酸塩は、炭素鎖の末端に二重結合を有するオレフィンスル
ホン酸塩を好ましくは０．０１質量％以上、より好ましくは０．１質量％以上、更に好ま
しくは０．５質量％以上、より更に好ましくは１．０質量％以上含み、また、好ましくは
１０質量％以下、より好ましくは５．３質量％以下、更に好ましくは５．０質量％以下、
より更に好ましくは４．７質量％以下、より更に好ましくは４．４質量％以下、より更に
好ましくは４．１質量％以下、より更に好ましくは３．７質量％以下、より更に好ましく
は３．４質量％以下、より更に好ましくは３．１質量％以下含む、＜１＞～＜５＞のいず
れかに記載の内部オレフィンスルホン酸塩組成物。
＜７＞
　前記アルカリ剤は、好ましくはアルカリ金属水酸化物、より好ましくは水酸化ナトリウ
ム又は水酸化カリウムである、＜２＞～＜６＞のいずれかに記載の内部オレフィンスルホ
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ン酸塩組成物。
＜８＞
　前記内部オレフィンスルホン酸塩組成物中のアルカリ金属水酸化物及びアルカリ土類金
属水酸化物から選ばれる１種以上のアルカリ剤の含有量は、内部オレフィンスルホン酸塩
１ｍｏｌに対して、好ましくは１．５ｍｍｏｌ以上、より好ましくは２．５ｍｍｏｌ以上
、更に好ましくは５ｍｍｏｌ以上であり、また、好ましくは１０ｍｍｏｌ以下である、＜
２＞～＜７＞のいずれかに記載の内部オレフィンスルホン酸塩組成物。
＜９＞
　前記内部オレフィンスルホン酸塩組成物中の内部オレフィンスルホン酸塩の含有量は、
好ましくは１０質量％以上、より好ましくは１８質量％以上、更に好ましくは２０質量％
以上、より更に好ましくは２５質量％以上、より更に好ましくは３０質量％以上、より更
に好ましくは３０質量％超、より更に好ましくは３２質量％以上、より更に好ましくは３
６質量％以上、より更に好ましくは４０質量％以上であり、また、好ましくは８０質量％
以下、より好ましくは７０質量％以下である、＜１＞～＜８＞のいずれかに記載の内部オ
レフィンスルホン酸塩組成物。
＜１０＞
　好ましくは、前記内部オレフィンスルホン酸塩組成物中のアルカリ金属水酸化物及びア
ルカリ土類金属水酸化物から選ばれる１種以上のアルカリ剤の含有量は、内部オレフィン
スルホン酸塩１ｍｏｌに対して、好ましくは１．５ｍｍｏｌ以上１０ｍｍｏｌ以下であり
、前記内部オレフィンスルホン酸塩組成物中の内部オレフィンスルホン酸塩の含有量は、
１０質量％以上８０質量％以下であり、
　より好ましくは、前記内部オレフィンスルホン酸塩組成物中のアルカリ金属水酸化物及
びアルカリ土類金属水酸化物から選ばれる１種以上のアルカリ剤の含有量は、内部オレフ
ィンスルホン酸塩１ｍｏｌに対して、好ましくは２．５ｍｍｏｌ以上１０ｍｍｏｌ以下で
あり、前記内部オレフィンスルホン酸塩組成物中の内部オレフィンスルホン酸塩の含有量
は、２０質量％以上７０質量％以下であり、
　更に好ましくは、前記内部オレフィンスルホン酸塩組成物中のアルカリ金属水酸化物及
びアルカリ土類金属水酸化物から選ばれる１種以上のアルカリ剤の含有量は、内部オレフ
ィンスルホン酸塩１ｍｏｌに対して、好ましくは５ｍｍｏｌ以上１０ｍｍｏｌであり、前
記内部オレフィンスルホン酸塩組成物中の内部オレフィンスルホン酸塩の含有量は、２５
質量％以上７０質量％以下であり、
　より更に好ましくは、前記内部オレフィンスルホン酸塩組成物中のアルカリ金属水酸化
物及びアルカリ土類金属水酸化物から選ばれる１種以上のアルカリ剤の含有量は、内部オ
レフィンスルホン酸塩１ｍｏｌに対して、好ましくは５ｍｍｏｌ以上１０ｍｍｏｌ以下で
あり、前記内部オレフィンスルホン酸塩組成物中の内部オレフィンスルホン酸塩の含有量
は、３０質量％以上７０質量％以下であり、
　より更に好ましくは、前記内部オレフィンスルホン酸塩組成物中のアルカリ金属水酸化
物及びアルカリ土類金属水酸化物から選ばれる１種以上のアルカリ剤の含有量は、内部オ
レフィンスルホン酸塩１ｍｏｌに対して、好ましくは５ｍｍｏｌ以上１０ｍｍｏｌ以下で
あり、前記内部オレフィンスルホン酸塩組成物中の内部オレフィンスルホン酸塩の含有量
は、３０質量％超７０質量％以下であり、
　より更に好ましくは、前記内部オレフィンスルホン酸塩組成物中のアルカリ金属水酸化
物及びアルカリ土類金属水酸化物から選ばれる１種以上のアルカリ剤の含有量は、内部オ
レフィンスルホン酸塩１ｍｏｌに対して、好ましくは５ｍｍｏｌ以上１０ｍｍｏｌ以下で
あり、前記内部オレフィンスルホン酸塩組成物中の内部オレフィンスルホン酸塩の含有量
は、３２質量％以上７０質量％以下であり、
　より更に好ましくは、前記内部オレフィンスルホン酸塩組成物中のアルカリ金属水酸化
物及びアルカリ土類金属水酸化物から選ばれる１種以上のアルカリ剤の含有量は、内部オ
レフィンスルホン酸塩１ｍｏｌに対して、好ましくは５ｍｍｏｌ以上１０ｍｍｏｌ以下で
あり、前記内部オレフィンスルホン酸塩組成物中の内部オレフィンスルホン酸塩の含有量
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は、３６質量％以上７０質量％以下であり、
　より更に好ましくは、前記内部オレフィンスルホン酸塩組成物中のアルカリ金属水酸化
物及びアルカリ土類金属水酸化物から選ばれる１種以上のアルカリ剤の含有量は、内部オ
レフィンスルホン酸塩１ｍｏｌに対して、好ましくは５ｍｍｏｌ以上１０ｍｍｏｌ以下で
あり、前記内部オレフィンスルホン酸塩組成物中の内部オレフィンスルホン酸塩の含有量
は、４０質量％以上７０質量％以下である、＜２＞～＜７＞のいずれかに記載の内部オレ
フィンスルホン酸塩組成物。
＜１１＞
　前記内部オレフィンスルホン酸塩組成物中の水の含有量は、好ましくは１７質量％以上
、より好ましくは２７質量％以上であり、また、好ましくは８９質量％以下、より好まし
くは７９質量％以下、更に好ましくは７４質量％以下、より更に好ましくは６８質量％以
下、より更に好ましくは５８質量％以下である、＜１＞～＜１０＞のいずれかに記載の内
部オレフィンスルホン酸塩組成物。
＜１２＞
　好ましくは、前記内部オレフィンスルホン酸塩組成物中の内部オレフィンスルホン酸塩
の含有量は、１０質量％以上８０質量％以下であり、前記内部オレフィンスルホン酸塩組
成物中の水の含有量は、１７質量％以上８９質量％以下であり、
　より好ましくは、前記内部オレフィンスルホン酸塩組成物中の内部オレフィンスルホン
酸塩の含有量は、２０質量％以上７０質量％以下であり、前記内部オレフィンスルホン酸
塩組成物中の水の含有量は、２７質量％以上７９質量％以下であり、
　更に好ましくは、前記内部オレフィンスルホン酸塩組成物中の内部オレフィンスルホン
酸塩の含有量は、２５質量％以上７０質量％以下であり、前記内部オレフィンスルホン酸
塩組成物中の水の含有量は、２７質量％以上７４質量％以下であり、
　より更に好ましくは、前記内部オレフィンスルホン酸塩組成物中の内部オレフィンスル
ホン酸塩の含有量は、３０質量％以上７０質量％以下であり、前記内部オレフィンスルホ
ン酸塩組成物中の水の含有量は、２７質量％以上６８質量％以下であり、
　より更に好ましくは、前記内部オレフィンスルホン酸塩組成物中の内部オレフィンスル
ホン酸塩の含有量は、３０質量％超７０質量％以下であり、前記内部オレフィンスルホン
酸塩組成物中の水の含有量は、２７質量％以上５８質量％以下であり、
　より更に好ましくは、前記内部オレフィンスルホン酸塩組成物中の内部オレフィンスル
ホン酸塩の含有量は、３２質量％以上７０質量％以下であり、前記内部オレフィンスルホ
ン酸塩組成物中の水の含有量は、２７質量％以上５８質量％以下であり、
　より更に好ましくは、前記内部オレフィンスルホン酸塩組成物中の内部オレフィンスル
ホン酸塩の含有量は、３６質量％以上７０質量％以下であり、前記内部オレフィンスルホ
ン酸塩組成物中の水の含有量は、２７質量％以上５８質量％以下であり、
　より更に好ましくは、前記内部オレフィンスルホン酸塩組成物中の内部オレフィンスル
ホン酸塩の含有量は、４０質量％以上７０質量％以下であり、前記内部オレフィンスルホ
ン酸塩組成物中の水の含有量は、２７質量％以上５８質量％以下である、＜１＞～＜８＞
のいずれかに記載の内部オレフィンスルホン酸塩組成物。
＜１３＞
　好ましくは、前記内部オレフィンスルホン酸塩組成物中のアルカリ金属水酸化物及びア
ルカリ土類金属水酸化物から選ばれる１種以上のアルカリ剤の含有量は、内部オレフィン
スルホン酸塩１ｍｏｌに対して、好ましくは１．５ｍｍｏｌ以上１０ｍｍｏｌ以下であり
、前記内部オレフィンスルホン酸塩組成物中の内部オレフィンスルホン酸塩の含有量は、
１０質量％以上８０質量％以下であり、前記内部オレフィンスルホン酸塩組成物中の水の
含有量は、１７質量％以上８９質量％以下であり、
　より好ましくは、前記内部オレフィンスルホン酸塩組成物中のアルカリ金属水酸化物及
びアルカリ土類金属水酸化物から選ばれる１種以上のアルカリ剤の含有量は、内部オレフ
ィンスルホン酸塩１ｍｏｌに対して、好ましくは２．５ｍｍｏｌ以上１０ｍｍｏｌ以下で
あり、前記内部オレフィンスルホン酸塩組成物中の内部オレフィンスルホン酸塩の含有量
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は、２０質量％以上７０質量％以下であり、前記内部オレフィンスルホン酸塩組成物中の
水の含有量は、２７質量％以上７９質量％以下であり、
　更に好ましくは、前記内部オレフィンスルホン酸塩組成物中のアルカリ金属水酸化物及
びアルカリ土類金属水酸化物から選ばれる１種以上のアルカリ剤の含有量は、内部オレフ
ィンスルホン酸塩１ｍｏｌに対して、好ましくは５ｍｍｏｌ以上１０ｍｍｏｌ以下であり
、前記内部オレフィンスルホン酸塩組成物中の内部オレフィンスルホン酸塩の含有量は、
２５質量％以上７０質量％以下であり、前記内部オレフィンスルホン酸塩組成物中の水の
含有量は、２７質量％以上７４質量％以下であり、
　より更に好ましくは、前記内部オレフィンスルホン酸塩組成物中のアルカリ金属水酸化
物及びアルカリ土類金属水酸化物から選ばれる１種以上のアルカリ剤の含有量は、内部オ
レフィンスルホン酸塩１ｍｏｌに対して、好ましくは５ｍｍｏｌ以上１０ｍｍｏｌ以下で
あり、前記内部オレフィンスルホン酸塩組成物中の内部オレフィンスルホン酸塩の含有量
は、３０質量％以上７０質量％以下であり、前記内部オレフィンスルホン酸塩組成物中の
水の含有量は、２７質量％以上６８質量％以下であり、
　より更に好ましくは、前記内部オレフィンスルホン酸塩組成物中のアルカリ金属水酸化
物及びアルカリ土類金属水酸化物から選ばれる１種以上のアルカリ剤の含有量は、内部オ
レフィンスルホン酸塩１ｍｏｌに対して、好ましくは５ｍｍｏｌ以上１０ｍｍｏｌ以下で
あり、前記内部オレフィンスルホン酸塩組成物中の内部オレフィンスルホン酸塩の含有量
は、３０質量％超７０質量％以下であり、前記内部オレフィンスルホン酸塩組成物中の水
の含有量は、２７質量％以上５８質量％以下であり、
　より更に好ましくは、前記内部オレフィンスルホン酸塩組成物中のアルカリ金属水酸化
物及びアルカリ土類金属水酸化物から選ばれる１種以上のアルカリ剤の含有量は、内部オ
レフィンスルホン酸塩１ｍｏｌに対して、好ましくは５ｍｍｏｌ以上１０ｍｍｏｌ以下で
あり、前記内部オレフィンスルホン酸塩組成物中の内部オレフィンスルホン酸塩の含有量
は、３２質量％以上７０質量％以下であり、前記内部オレフィンスルホン酸塩組成物中の
水の含有量は、２７質量％以上５８質量％以下であり、
　より更に好ましくは、前記内部オレフィンスルホン酸塩組成物中のアルカリ金属水酸化
物及びアルカリ土類金属水酸化物から選ばれる１種以上のアルカリ剤の含有量は、内部オ
レフィンスルホン酸塩１ｍｏｌに対して、好ましくは５ｍｍｏｌ以上１０ｍｍｏｌ以下で
あり、前記内部オレフィンスルホン酸塩組成物中の内部オレフィンスルホン酸塩の含有量
は、３６質量％以上７０質量％以下であり、前記内部オレフィンスルホン酸塩組成物中の
水の含有量は、２７質量％以上５８質量％以下であり、
　より更に好ましくは、前記内部オレフィンスルホン酸塩組成物中のアルカリ金属水酸化
物及びアルカリ土類金属水酸化物から選ばれる１種以上のアルカリ剤の含有量は、内部オ
レフィンスルホン酸塩１ｍｏｌに対して、好ましくは５ｍｍｏｌ以上１０ｍｍｏｌ以下で
あり、前記内部オレフィンスルホン酸塩組成物中の内部オレフィンスルホン酸塩の含有量
は、４０質量％以上７０質量％以下であり、前記内部オレフィンスルホン酸塩組成物中の
水の含有量は、２７質量％以上５８質量％以下である、＜２＞～＜７＞のいずれかに記載
の内部オレフィンスルホン酸塩組成物。
＜１４＞
　前記内部オレフィンスルホン酸塩組成物は、内部オレフィンスルホン酸塩の含有量が１
０質量％以下である場合、又は前記内部オレフィンスルホン酸塩の含有量が１０質量％超
であるときには、その含有量が１０質量％になるように水で希釈した場合の２５℃におけ
るｐＨが、好ましくは８．５以上、より好ましくは９．０以上、更に好ましくは９．４以
上、より更に好ましくは９．８以上であり、また、好ましくは１１．０以下、より好まし
くは１０．５以下である、＜２＞～＜１３＞のいずれかに記載の内部オレフィンスルホン
酸塩組成物。
＜１５＞
　前記内部オレフィンスルホン酸塩組成物は、好ましくは緩衝剤を含有する、＜１＞～＜
１４＞のいずれかに記載の内部オレフィンスルホン酸塩組成物。
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＜１６＞
　前記緩衝剤は、好ましくは炭酸塩、より好ましくは炭酸ナトリウムである、＜１５＞に
記載の内部オレフィンスルホン酸塩組成物。
＜１７＞
　前記緩衝剤の含有量は、内部オレフィンスルホン酸塩１００質量部に対して、好ましく
は０．０１質量部以上、より好ましくは０．０５質量部以上、更に好ましくは０．１質量
部以上であり、また、好ましくは３．０質量部以下、より好ましくは２．５質量部以下、
更に好ましくは２．０質量部以下、より更に好ましくは１．０質量部以下、より更に好ま
しくは０．５質量部以下である、＜１５＞又は＜１６＞に記載の内部オレフィンスルホン
酸塩組成物。
＜１８＞
　好ましくは、前記内部オレフィンスルホン酸塩組成物中のアルカリ金属水酸化物及びア
ルカリ土類金属水酸化物から選ばれる１種以上のアルカリ剤の含有量は、内部オレフィン
スルホン酸塩１ｍｏｌに対して、好ましくは１．５ｍｍｏｌ以上１０ｍｍｏｌ以下であり
、前記内部オレフィンスルホン酸塩組成物中の内部オレフィンスルホン酸塩の含有量は、
１０質量％以上８０質量％以下であり、前記内部オレフィンスルホン酸塩組成物は緩衝剤
を含有し、前記緩衝剤の含有量は、内部オレフィンスルホン酸塩１００質量部に対して、
０．０１質量部以上３．０質量部以下であり、
　より好ましくは、前記内部オレフィンスルホン酸塩組成物中のアルカリ金属水酸化物及
びアルカリ土類金属水酸化物から選ばれる１種以上のアルカリ剤の含有量は、内部オレフ
ィンスルホン酸塩１ｍｏｌに対して、好ましくは２．５ｍｍｏｌ以上１０ｍｍｏｌ以下で
あり、前記内部オレフィンスルホン酸塩組成物中の内部オレフィンスルホン酸塩の含有量
は、２０質量％以上７０質量％以下であり、前記内部オレフィンスルホン酸塩組成物は緩
衝剤を含有し、前記緩衝剤の含有量は、内部オレフィンスルホン酸塩１００質量部に対し
て、０．０５質量部以上２．５質量部以下であり、
　更に好ましくは、前記内部オレフィンスルホン酸塩組成物中のアルカリ金属水酸化物及
びアルカリ土類金属水酸化物から選ばれる１種以上のアルカリ剤の含有量は、内部オレフ
ィンスルホン酸塩１ｍｏｌに対して、好ましくは５ｍｍｏｌ以上１０ｍｍｏｌ以下であり
、前記内部オレフィンスルホン酸塩組成物中の内部オレフィンスルホン酸塩の含有量は、
２５質量％以上７０質量％以下であり、前記内部オレフィンスルホン酸塩組成物は緩衝剤
を含有し、前記緩衝剤の含有量は、内部オレフィンスルホン酸塩１００質量部に対して、
０．１質量部以上２．０質量部以下であり、
　より更に好ましくは、前記内部オレフィンスルホン酸塩組成物中のアルカリ金属水酸化
物及びアルカリ土類金属水酸化物から選ばれる１種以上のアルカリ剤の含有量は、内部オ
レフィンスルホン酸塩１ｍｏｌに対して、好ましくは５ｍｍｏｌ以上１０ｍｍｏｌ以下で
あり、前記内部オレフィンスルホン酸塩組成物中の内部オレフィンスルホン酸塩の含有量
は、３０質量％以上７０質量％以下であり、前記内部オレフィンスルホン酸塩組成物は緩
衝剤を含有し、前記緩衝剤の含有量は、内部オレフィンスルホン酸塩１００質量部に対し
て、０．１質量部以上１．０質量部以下であり、
　より更に好ましくは、前記内部オレフィンスルホン酸塩組成物中のアルカリ金属水酸化
物及びアルカリ土類金属水酸化物から選ばれる１種以上のアルカリ剤の含有量は、内部オ
レフィンスルホン酸塩１ｍｏｌに対して、好ましくは５ｍｍｏｌ以上１０ｍｍｏｌ以下で
あり、前記内部オレフィンスルホン酸塩組成物中の内部オレフィンスルホン酸塩の含有量
は、３０質量％超７０質量％以下であり、前記内部オレフィンスルホン酸塩組成物は緩衝
剤を含有し、前記緩衝剤の含有量は、内部オレフィンスルホン酸塩１００質量部に対して
、０．１質量部以上０．５質量部以下であり、
　より更に好ましくは、前記内部オレフィンスルホン酸塩組成物中のアルカリ金属水酸化
物及びアルカリ土類金属水酸化物から選ばれる１種以上のアルカリ剤の含有量は、内部オ
レフィンスルホン酸塩１ｍｏｌに対して、好ましくは５ｍｍｏｌ以上１０ｍｍｏｌ以下で
あり、前記内部オレフィンスルホン酸塩組成物中の内部オレフィンスルホン酸塩の含有量
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は、３２質量％以上７０質量％以下であり、前記内部オレフィンスルホン酸塩組成物は緩
衝剤を含有し、前記緩衝剤の含有量は、内部オレフィンスルホン酸塩１００質量部に対し
て、０．１質量部以上０．５質量部以下であり、
　より更に好ましくは、前記内部オレフィンスルホン酸塩組成物中のアルカリ金属水酸化
物及びアルカリ土類金属水酸化物から選ばれる１種以上のアルカリ剤の含有量は、内部オ
レフィンスルホン酸塩１ｍｏｌに対して、好ましくは５ｍｍｏｌ以上１０ｍｍｏｌ以下で
あり、前記内部オレフィンスルホン酸塩組成物中の内部オレフィンスルホン酸塩の含有量
は、３６質量％以上７０質量％以下であり、前記内部オレフィンスルホン酸塩組成物は緩
衝剤を含有し、前記緩衝剤の含有量は、内部オレフィンスルホン酸塩１００質量部に対し
て、０．１質量部以上０．５質量部以下であり、
　より更に好ましくは、前記内部オレフィンスルホン酸塩組成物中のアルカリ金属水酸化
物及びアルカリ土類金属水酸化物から選ばれる１種以上のアルカリ剤の含有量は、内部オ
レフィンスルホン酸塩１ｍｏｌに対して、好ましくは５ｍｍｏｌ以上１０ｍｍｏｌ以下で
あり、前記内部オレフィンスルホン酸塩組成物中の内部オレフィンスルホン酸塩の含有量
は、４０質量％以上７０質量％以下であり、前記内部オレフィンスルホン酸塩組成物は緩
衝剤を含有し、前記緩衝剤の含有量は、内部オレフィンスルホン酸塩１００質量部に対し
て、０．１質量部以上０．５質量部以下である、＜２＞～＜７＞のいずれかに記載の内部
オレフィンスルホン酸塩組成物。
＜１９＞
　好ましくは、前記内部オレフィンスルホン酸塩組成物中の内部オレフィンスルホン酸塩
の含有量は、１０質量％以上８０質量％以下であり、前記内部オレフィンスルホン酸塩組
成物中の水の含有量は、１７質量％以上８９質量％以下であり、前記内部オレフィンスル
ホン酸塩組成物は緩衝剤を含有し、前記緩衝剤の含有量は、内部オレフィンスルホン酸塩
１００質量部に対して、０．０１質量部以上３．０質量部以下であり、
　より好ましくは、前記内部オレフィンスルホン酸塩組成物中の内部オレフィンスルホン
酸塩の含有量は、２０質量％以上７０質量％以下であり、前記内部オレフィンスルホン酸
塩組成物中の水の含有量は、２７質量％以上７９質量％以下であり、前記内部オレフィン
スルホン酸塩組成物は緩衝剤を含有し、前記緩衝剤の含有量は、内部オレフィンスルホン
酸塩１００質量部に対して、０．０５質量部以上２．５質量部以下であり、
　更に好ましくは、前記内部オレフィンスルホン酸塩組成物中の内部オレフィンスルホン
酸塩の含有量は、２５質量％以上７０質量％以下であり、前記内部オレフィンスルホン酸
塩組成物中の水の含有量は、２７質量％以上７４質量％以下であり、前記内部オレフィン
スルホン酸塩組成物は緩衝剤を含有し、前記緩衝剤の含有量は、内部オレフィンスルホン
酸塩１００質量部に対して、０．１質量部以上２．０質量部以下であり、
　より更に好ましくは、前記内部オレフィンスルホン酸塩組成物中の内部オレフィンスル
ホン酸塩の含有量は、３０質量％以上７０質量％以下であり、前記内部オレフィンスルホ
ン酸塩組成物中の水の含有量は、２７質量％以上６８質量％以下であり、前記内部オレフ
ィンスルホン酸塩組成物は緩衝剤を含有し、前記緩衝剤の含有量は、内部オレフィンスル
ホン酸塩１００質量部に対して、０．１質量部以上１．０質量部以下であり、
　より更に好ましくは、前記内部オレフィンスルホン酸塩組成物中の内部オレフィンスル
ホン酸塩の含有量は、３０質量％超７０質量％以下であり、前記内部オレフィンスルホン
酸塩組成物中の水の含有量は、２７質量％以上５８質量％以下であり、前記内部オレフィ
ンスルホン酸塩組成物は緩衝剤を含有し、前記緩衝剤の含有量は、内部オレフィンスルホ
ン酸塩１００質量部に対して、０．１質量部以上０．５質量部以下であり、
　より更に好ましくは、前記内部オレフィンスルホン酸塩組成物中の内部オレフィンスル
ホン酸塩の含有量は、３２質量％以上７０質量％以下であり、前記内部オレフィンスルホ
ン酸塩組成物中の水の含有量は、２７質量％以上５８質量％以下であり、前記内部オレフ
ィンスルホン酸塩組成物は緩衝剤を含有し、前記緩衝剤の含有量は、内部オレフィンスル
ホン酸塩１００質量部に対して、０．１質量部以上０．５質量部以下であり、
　より更に好ましくは、前記内部オレフィンスルホン酸塩組成物中の内部オレフィンスル
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ホン酸塩の含有量は、３６質量％以上７０質量％以下であり、前記内部オレフィンスルホ
ン酸塩組成物中の水の含有量は、２７質量％以上５８質量％以下であり、前記内部オレフ
ィンスルホン酸塩組成物は緩衝剤を含有し、前記緩衝剤の含有量は、内部オレフィンスル
ホン酸塩１００質量部に対して、０．１質量部以上０．５質量部以下であり、
　より更に好ましくは、前記内部オレフィンスルホン酸塩組成物中の内部オレフィンスル
ホン酸塩の含有量は、４０質量％以上７０質量％以下であり、前記内部オレフィンスルホ
ン酸塩組成物中の水の含有量は、２７質量％以上５８質量％以下であり、前記内部オレフ
ィンスルホン酸塩組成物は緩衝剤を含有し、前記緩衝剤の含有量は、内部オレフィンスル
ホン酸塩１００質量部に対して、０．１質量部以上０．５質量部以下である、＜１＞～＜
８＞のいずれかに記載の内部オレフィンスルホン酸塩組成物。
＜２０＞
　好ましくは、前記内部オレフィンスルホン酸塩組成物中のアルカリ金属水酸化物及びア
ルカリ土類金属水酸化物から選ばれる１種以上のアルカリ剤の含有量は、内部オレフィン
スルホン酸塩１ｍｏｌに対して、好ましくは１．５ｍｍｏｌ以上１０ｍｍｏｌ以下であり
、前記内部オレフィンスルホン酸塩組成物中の内部オレフィンスルホン酸塩の含有量は、
１０質量％以上８０質量％以下であり、前記内部オレフィンスルホン酸塩組成物中の水の
含有量は、１７質量％以上８９質量％以下であり、前記内部オレフィンスルホン酸塩組成
物は緩衝剤を含有し、前記緩衝剤の含有量は、内部オレフィンスルホン酸塩１００質量部
に対して、０．０１質量部以上３．０質量部以下であり、
　より好ましくは、前記内部オレフィンスルホン酸塩組成物中のアルカリ金属水酸化物及
びアルカリ土類金属水酸化物から選ばれる１種以上のアルカリ剤の含有量は、内部オレフ
ィンスルホン酸塩１ｍｏｌに対して、好ましくは２．５ｍｍｏｌ以上１０ｍｍｏｌ以下で
あり、前記内部オレフィンスルホン酸塩組成物中の内部オレフィンスルホン酸塩の含有量
は、２０質量％以上７０質量％以下であり、前記内部オレフィンスルホン酸塩組成物中の
水の含有量は、２７質量％以上７９質量％以下であり、前記内部オレフィンスルホン酸塩
組成物は緩衝剤を含有し、前記緩衝剤の含有量は、内部オレフィンスルホン酸塩１００質
量部に対して、０．０５質量部以上２．５質量部以下であり、
　更に好ましくは、前記内部オレフィンスルホン酸塩組成物中のアルカリ金属水酸化物及
びアルカリ土類金属水酸化物から選ばれる１種以上のアルカリ剤の含有量は、内部オレフ
ィンスルホン酸塩１ｍｏｌに対して、好ましくは５ｍｍｏｌ以上１０ｍｍｏｌ以下であり
、前記内部オレフィンスルホン酸塩組成物中の内部オレフィンスルホン酸塩の含有量は、
２５質量％以上７０質量％以下であり、前記内部オレフィンスルホン酸塩組成物中の水の
含有量は、２７質量％以上７４質量％以下であり、前記内部オレフィンスルホン酸塩組成
物は緩衝剤を含有し、前記緩衝剤の含有量は、内部オレフィンスルホン酸塩１００質量部
に対して、０．１質量部以上２．０質量部以下であり、
　より更に好ましくは、前記内部オレフィンスルホン酸塩組成物中のアルカリ金属水酸化
物及びアルカリ土類金属水酸化物から選ばれる１種以上のアルカリ剤の含有量は、内部オ
レフィンスルホン酸塩１ｍｏｌに対して、好ましくは５ｍｍｏｌ以上１０ｍｍｏｌ以下で
あり、前記内部オレフィンスルホン酸塩組成物中の内部オレフィンスルホン酸塩の含有量
は、３０質量％以上７０質量％以下であり、前記内部オレフィンスルホン酸塩組成物中の
水の含有量は、２７質量％以上６８質量％以下であり、前記内部オレフィンスルホン酸塩
組成物は緩衝剤を含有し、前記緩衝剤の含有量は、内部オレフィンスルホン酸塩１００質
量部に対して、０．１質量部以上１．０質量部以下であり、
　より更に好ましくは、前記内部オレフィンスルホン酸塩組成物中のアルカリ金属水酸化
物及びアルカリ土類金属水酸化物から選ばれる１種以上のアルカリ剤の含有量は、内部オ
レフィンスルホン酸塩１ｍｏｌに対して、好ましくは５ｍｍｏｌ以上１０ｍｍｏｌ以下で
あり、前記内部オレフィンスルホン酸塩組成物中の内部オレフィンスルホン酸塩の含有量
は、３０質量％超７０質量％以下であり、前記内部オレフィンスルホン酸塩組成物中の水
の含有量は、２７質量％以上５８質量％以下であり、前記内部オレフィンスルホン酸塩組
成物は緩衝剤を含有し、前記緩衝剤の含有量は、内部オレフィンスルホン酸塩１００質量
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部に対して、０．１質量部以上０．５質量部以下であり、
　より更に好ましくは、前記内部オレフィンスルホン酸塩組成物中のアルカリ金属水酸化
物及びアルカリ土類金属水酸化物から選ばれる１種以上のアルカリ剤の含有量は、内部オ
レフィンスルホン酸塩１ｍｏｌに対して、好ましくは５ｍｍｏｌ以上１０ｍｍｏｌ以下で
あり、前記内部オレフィンスルホン酸塩組成物中の内部オレフィンスルホン酸塩の含有量
は、３２質量％以上７０質量％以下であり、前記内部オレフィンスルホン酸塩組成物中の
水の含有量は、２７質量％以上５８質量％以下であり、前記内部オレフィンスルホン酸塩
組成物は緩衝剤を含有し、前記緩衝剤の含有量は、内部オレフィンスルホン酸塩１００質
量部に対して、０．１質量部以上０．５質量部以下であり、
　より更に好ましくは、前記内部オレフィンスルホン酸塩組成物中のアルカリ金属水酸化
物及びアルカリ土類金属水酸化物から選ばれる１種以上のアルカリ剤の含有量は、内部オ
レフィンスルホン酸塩１ｍｏｌに対して、好ましくは５ｍｍｏｌ以上１０ｍｍｏｌ以下で
あり、前記内部オレフィンスルホン酸塩組成物中の内部オレフィンスルホン酸塩の含有量
は、３６質量％以上７０質量％以下であり、前記内部オレフィンスルホン酸塩組成物中の
水の含有量は、２７質量％以上５８質量％以下であり、前記内部オレフィンスルホン酸塩
組成物は緩衝剤を含有し、前記緩衝剤の含有量は、内部オレフィンスルホン酸塩１００質
量部に対して、０．１質量部以上０．５質量部以下であり、
　より更に好ましくは、前記内部オレフィンスルホン酸塩組成物中のアルカリ金属水酸化
物及びアルカリ土類金属水酸化物から選ばれる１種以上のアルカリ剤の含有量は、内部オ
レフィンスルホン酸塩１ｍｏｌに対して、好ましくは５ｍｍｏｌ以上１０ｍｍｏｌ以下で
あり、前記内部オレフィンスルホン酸塩組成物中の内部オレフィンスルホン酸塩の含有量
は、４０質量％以上７０質量％以下であり、前記内部オレフィンスルホン酸塩組成物中の
水の含有量は、２７質量％以上５８質量％以下であり、前記内部オレフィンスルホン酸塩
組成物は緩衝剤を含有し、前記緩衝剤の含有量は、内部オレフィンスルホン酸塩１００質
量部に対して、０．１質量部以上０．５質量部以下である、＜２＞～＜７＞のいずれかに
記載の内部オレフィンスルホン酸塩組成物。
＜２１＞
　前記内部オレフィンスルホン酸塩組成物は、好ましくは酸が配合されている、＜１＞～
＜２０＞のいずれかに記載の内部オレフィンスルホン酸塩組成物。
＜２２＞
　前記酸は、好ましくはクエン酸、リン酸、ホウ酸、より好ましくはクエン酸である、＜
２１＞に記載の内部オレフィンスルホン酸塩組成物。
＜２３＞
　前記酸の配合量は、内部オレフィンスルホン酸塩１００質量部に対して、好ましくは１
０質量部以下、より好ましくは１質量部以下、更に好ましくは０．１質量部以下、より更
に好ましくは０．０１質量部以下である、＜２１＞又は＜２２＞に記載の内部オレフィン
スルホン酸塩組成物。
＜２４＞
　前記内部オレフィンスルホン酸塩組成物は、アニオン界面活性剤及びノニオン界面活性
剤から選択される１種以上の界面活性剤を含有する、＜１＞～＜２３＞のいずれかに記載
の内部オレフィンスルホン酸塩組成物。
＜２５＞
　前記内部オレフィンスルホン酸塩組成物は、ハイドロトロープ剤を含有する、＜１＞～
＜２４＞のいずれかに記載の内部オレフィンスルホン酸塩組成物。
＜２６＞
　前記内部オレフィンスルホン酸塩組成物は、溶剤を含有する、＜１＞～＜２５＞のいず
れかに記載の内部オレフィンスルホン酸塩組成物。
＜２７＞
　前記内部オレフィンスルホン酸塩組成物は、５０℃で２０日間保存前後の色相変化率が
、好ましくは５％以下、より好ましくは３％以下、更に好ましくは２％以下である、＜１



(20) JP 2019-99794 A 2019.6.24

10

20

30

40

50

＞～＜２６＞のいずれかに記載の内部オレフィンスルホン酸塩組成物。
＜２８＞
　内部オレフィンスルホン酸塩及び水を含有する組成物において、
　前記組成物中の前記内部オレフィンスルホン酸塩の含有量が１０質量％以下である場合
には、前記組成物の２５℃におけるｐＨを８．５以上１１．０以下に調整し、
　前記組成物中の前記内部オレフィンスルホン酸塩の含有量が１０質量％超である場合に
は、その含有量が１０質量％になるように水で希釈した希釈液の２５℃におけるｐＨが８
．５以上１１．０以下になるように前記組成物のｐＨを調整する、内部オレフィンスルホ
ン酸塩の保存方法。
＜２９＞
　内部オレフィンスルホン酸塩と、少なくともアルカリ金属水酸化物及びアルカリ土類金
属水酸化物から選ばれる１種以上のアルカリ剤とを混合して、前記アルカリ剤の含有量が
前記内部オレフィンスルホン酸塩１ｍｏｌに対して０．２ｍｍｏｌ以上１５ｍｍｏｌ以下
である組成物とする、内部オレフィンスルホン酸塩の保存方法。
＜３０＞
　前記内部オレフィンスルホン酸塩の炭素数は、好ましくは１０以上、より好ましくは１
２以上、更に好ましくは１４以上、より更に好ましくは１６以上であり、また、好ましく
は２４以下、より好ましくは２２以下、更に好ましくは２０以下、より更に好ましくは１
８以下である、＜２８＞又は＜２９＞に記載の内部オレフィンスルホン酸塩の保存方法。
＜３１＞
　前記内部オレフィンスルホン酸塩が、ヒドロキシアルカンスルホン酸塩とオレフィンス
ルホン酸塩を含む混合物である場合、ヒドロキシアルカンスルホン酸塩の含有量とオレフ
ィンスルホン酸塩の含有量の質量比（ヒドロキシ体／オレフィン体）は、好ましくは４０
／６０～９５／５、より好ましくは６０／４０～９０／１０、更に好ましくは７０／３０
～８８／１２、より更に好ましくは７５／２５～８６／１４である、＜２８＞～＜３０＞
のいずれかに記載の内部オレフィンスルホン酸塩の保存方法。
＜３２＞
　前記内部オレフィンスルホン酸塩は、スルホン酸基の位置が２位であるものを好ましく
は６．８質量％以上、より好ましくは８．６質量％以上、更に好ましくは１１．３質量％
以上、より更に好ましくは１３．１質量％以上含み、また、好ましくは２４．９質量％以
下、より好ましくは２４．０質量％以下、更に好ましくは２３．１質量％以下、より更に
好ましくは２２．２質量％以下、より更に好ましくは２１．３質量％以下、より更に好ま
しくは２０．４質量％以下、より更に好ましくは１９．５質量％以下、より更に好ましく
は１８．６質量％以下含む、＜２８＞～＜３１＞のいずれかに記載の内部オレフィンスル
ホン酸塩の保存方法。
＜３３＞
　前記内部オレフィンスルホン酸塩は、炭素鎖の末端に二重結合を有するオレフィンスル
ホン酸塩を好ましくは０．０１質量％以上、より好ましくは０．１質量％以上、更に好ま
しくは０．５質量％以上、より更に好ましくは１．０質量％以上含み、また、好ましくは
１０質量％以下、より好ましくは５．３質量％以下、更に好ましくは５．０質量％以下、
より更に好ましくは４．７質量％以下、より更に好ましくは４．４質量％以下、より更に
好ましくは４．１質量％以下、より更に好ましくは３．７質量％以下、より更に好ましく
は３．４質量％以下、より更に好ましくは３．１質量％以下含む、＜２８＞～＜３２＞の
いずれかに記載の内部オレフィンスルホン酸塩の保存方法。
＜３４＞
　前記アルカリ剤は、好ましくはアルカリ金属水酸化物、より好ましくは水酸化ナトリウ
ム又は水酸化カリウムである、＜２９＞～＜３３＞のいずれかに記載の内部オレフィンス
ルホン酸塩の保存方法。
＜３５＞
　前記組成物中のアルカリ金属水酸化物及びアルカリ土類金属水酸化物から選ばれる１種
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以上のアルカリ剤の含有量は、内部オレフィンスルホン酸塩１ｍｏｌに対して、好ましく
は１．５ｍｍｏｌ以上、より好ましくは２．５ｍｍｏｌ以上、更に好ましくは５ｍｍｏｌ
以上であり、また、好ましくは９．８ｍｍｏｌ以下である、＜２９＞～＜３４＞のいずれ
かに記載の内部オレフィンスルホン酸塩の保存方法。
＜３６＞
　前記組成物中の内部オレフィンスルホン酸塩の含有量は、好ましくは１０質量％以上、
より好ましくは１８質量％以上、更に好ましくは２０質量％以上、より更に好ましくは２
５質量％以上、より更に好ましくは３０質量％以上、より更に好ましくは３０質量％超、
より更に好ましくは３２質量％以上、より更に好ましくは３６質量％以上、より更に好ま
しくは４０質量％以上であり、また、好ましくは８０質量％以下、より好ましくは７０質
量％以下である、＜２８＞～＜３５＞のいずれかに記載の内部オレフィンスルホン酸塩の
保存方法。
＜３７＞
　好ましくは、前記組成物中のアルカリ金属水酸化物及びアルカリ土類金属水酸化物から
選ばれる１種以上のアルカリ剤の含有量は、内部オレフィンスルホン酸塩１ｍｏｌに対し
て、好ましくは１．５ｍｍｏｌ以上１０ｍｍｏｌ以下であり、前記組成物中の内部オレフ
ィンスルホン酸塩の含有量は、１０質量％以上８０質量％以下であり、
　より好ましくは、前記組成物中のアルカリ金属水酸化物及びアルカリ土類金属水酸化物
から選ばれる１種以上のアルカリ剤の含有量は、内部オレフィンスルホン酸塩１ｍｏｌに
対して、好ましくは２．５ｍｍｏｌ以上１０ｍｍｏｌ以下であり、前記組成物中の内部オ
レフィンスルホン酸塩の含有量は、２０質量％以上７０質量％以下であり、
　更に好ましくは、前記組成物中のアルカリ金属水酸化物及びアルカリ土類金属水酸化物
から選ばれる１種以上のアルカリ剤の含有量は、内部オレフィンスルホン酸塩１ｍｏｌに
対して、好ましくは５ｍｍｏｌ以上１０ｍｍｏｌ以下であり、前記組成物中の内部オレフ
ィンスルホン酸塩の含有量は、２５質量％以上７０質量％以下であり、
　より更に好ましくは、前記組成物中のアルカリ金属水酸化物及びアルカリ土類金属水酸
化物から選ばれる１種以上のアルカリ剤の含有量は、内部オレフィンスルホン酸塩１ｍｏ
ｌに対して、好ましくは５ｍｍｏｌ以上１０ｍｍｏｌ以下であり、前記組成物中の内部オ
レフィンスルホン酸塩の含有量は、３０質量％以上７０質量％以下であり、
　より更に好ましくは、前記組成物中のアルカリ金属水酸化物及びアルカリ土類金属水酸
化物から選ばれる１種以上のアルカリ剤の含有量は、内部オレフィンスルホン酸塩１ｍｏ
ｌに対して、好ましくは５ｍｍｏｌ以上１０ｍｍｏｌ以下であり、前記組成物中の内部オ
レフィンスルホン酸塩の含有量は、３０質量％超７０質量％以下であり、
　より更に好ましくは、前記組成物中のアルカリ金属水酸化物及びアルカリ土類金属水酸
化物から選ばれる１種以上のアルカリ剤の含有量は、内部オレフィンスルホン酸塩１ｍｏ
ｌに対して、好ましくは５ｍｍｏｌ以上１０ｍｍｏｌ以下であり、前記組成物中の内部オ
レフィンスルホン酸塩の含有量は、３２質量％以上７０質量％以下であり、
　より更に好ましくは、前記組成物中のアルカリ金属水酸化物及びアルカリ土類金属水酸
化物から選ばれる１種以上のアルカリ剤の含有量は、内部オレフィンスルホン酸塩１ｍｏ
ｌに対して、好ましくは５ｍｍｏｌ以上１０ｍｍｏｌ以下であり、前記組成物中の内部オ
レフィンスルホン酸塩の含有量は、３６質量％以上７０質量％以下であり、
　より更に好ましくは、前記組成物中のアルカリ金属水酸化物及びアルカリ土類金属水酸
化物から選ばれる１種以上のアルカリ剤の含有量は、内部オレフィンスルホン酸塩１ｍｏ
ｌに対して、好ましくは５ｍｍｏｌ以上１０ｍｍｏｌ以下であり、前記組成物中の内部オ
レフィンスルホン酸塩の含有量は、４０質量％以上７０質量％以下である、＜２９＞～＜
３４＞のいずれかに記載の内部オレフィンスルホン酸塩の保存方法。
＜３８＞
　前記組成物に、さらに水を混合し、前記組成物中の水の含有量は、好ましくは１７質量
％以上、より好ましくは２７質量％以上であり、また、好ましくは８９質量％以下、より
好ましくは７９質量％以下、更に好ましくは７４質量％以下、より更に好ましくは６８質



(22) JP 2019-99794 A 2019.6.24

10

20

30

40

50

量％以下、より更に好ましくは５８質量％以下である、＜２９＞～＜３７＞のいずれかに
記載の内部オレフィンスルホン酸塩の保存方法。
＜３９＞
　好ましくは、前記組成物中の内部オレフィンスルホン酸塩の含有量は、１０質量％以上
８０質量％以下であり、前記組成物に、さらに水を混合し、前記組成物中の水の含有量は
、１７質量％以上８９質量％以下であり、
　より好ましくは、前記組成物中の内部オレフィンスルホン酸塩の含有量は、２０質量％
以上７０質量％以下であり、前記組成物に、さらに水を混合し、前記組成物中の水の含有
量は、２７質量％以上７９質量％以下であり、
　更に好ましくは、前記組成物中の内部オレフィンスルホン酸塩の含有量は、２５質量％
以上７０質量％以下であり、前記組成物に、さらに水を混合し、前記組成物中の水の含有
量は、２７質量％以上７４質量％以下であり、
　より更に好ましくは、前記組成物中の内部オレフィンスルホン酸塩の含有量は、３０質
量％以上７０質量％以下であり、前記組成物に、さらに水を混合し、前記組成物中の水の
含有量は、２７質量％以上６８質量％以下であり、
　より更に好ましくは、前記組成物中の内部オレフィンスルホン酸塩の含有量は、３０質
量％超７０質量％以下であり、前記組成物に、さらに水を混合し、前記組成物中の水の含
有量は、２７質量％以上５８質量％以下であり、
　より更に好ましくは、前記組成物中の内部オレフィンスルホン酸塩の含有量は、３２質
量％以上７０質量％以下であり、前記組成物に、さらに水を混合し、前記組成物中の水の
含有量は、２７質量％以上５８質量％以下であり、
　より更に好ましくは、前記組成物中の内部オレフィンスルホン酸塩の含有量は、３６質
量％以上７０質量％以下であり、前記組成物に、さらに水を混合し、前記組成物中の水の
含有量は、２７質量％以上５８質量％以下であり、
　より更に好ましくは、前記組成物中の内部オレフィンスルホン酸塩の含有量は、４０質
量％以上７０質量％以下であり、前記組成物に、さらに水を混合し、前記組成物中の水の
含有量は、２７質量％以上５８質量％以下である、＜２９＞～＜３５＞のいずれかに記載
の内部オレフィンスルホン酸塩の保存方法。
＜４０＞
　好ましくは、前記組成物中のアルカリ金属水酸化物及びアルカリ土類金属水酸化物から
選ばれる１種以上のアルカリ剤の含有量は、内部オレフィンスルホン酸塩１ｍｏｌに対し
て、好ましくは１．５ｍｍｏｌ以上１０ｍｍｏｌ以下であり、前記組成物中の内部オレフ
ィンスルホン酸塩の含有量は、１０質量％以上８０質量％以下であり、前記組成物に、さ
らに水を混合し、前記組成物中の水の含有量は、１７質量％以上８９質量％以下であり、
　より好ましくは、前記組成物中のアルカリ金属水酸化物及びアルカリ土類金属水酸化物
から選ばれる１種以上のアルカリ剤の含有量は、内部オレフィンスルホン酸塩１ｍｏｌに
対して、好ましくは２．５ｍｍｏｌ以上１０ｍｍｏｌ以下であり、前記組成物中の内部オ
レフィンスルホン酸塩の含有量は、２０質量％以上７０質量％以下であり、前記組成物に
、さらに水を混合し、前記組成物中の水の含有量は、２７質量％以上７９質量％以下であ
り、
　更に好ましくは、前記組成物中のアルカリ金属水酸化物及びアルカリ土類金属水酸化物
から選ばれる１種以上のアルカリ剤の含有量は、内部オレフィンスルホン酸塩１ｍｏｌに
対して、好ましくは５ｍｍｏｌ以上１０ｍｍｏｌ以下であり、前記組成物中の内部オレフ
ィンスルホン酸塩の含有量は、２５質量％以上７０質量％以下であり、前記組成物に、さ
らに水を混合し、前記組成物中の水の含有量は、２７質量％以上７４質量％以下であり、
　より更に好ましくは、前記組成物中のアルカリ金属水酸化物及びアルカリ土類金属水酸
化物から選ばれる１種以上のアルカリ剤の含有量は、内部オレフィンスルホン酸塩１ｍｏ
ｌに対して、好ましくは５ｍｍｏｌ以上１０ｍｍｏｌ以下であり、前記組成物中の内部オ
レフィンスルホン酸塩の含有量は、３０質量％以上７０質量％以下であり、前記組成物に
、さらに水を混合し、前記組成物中の水の含有量は、２７質量％以上６８質量％以下であ
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り、
　より更に好ましくは、前記組成物中のアルカリ金属水酸化物及びアルカリ土類金属水酸
化物から選ばれる１種以上のアルカリ剤の含有量は、内部オレフィンスルホン酸塩１ｍｏ
ｌに対して、好ましくは５ｍｍｏｌ以上１０ｍｍｏｌ以下であり、前記組成物中の内部オ
レフィンスルホン酸塩の含有量は、３０質量％超７０質量％以下であり、前記組成物に、
さらに水を混合し、前記組成物中の水の含有量は、２７質量％以上５８質量％以下であり
、
　より更に好ましくは、前記組成物中のアルカリ金属水酸化物及びアルカリ土類金属水酸
化物から選ばれる１種以上のアルカリ剤の含有量は、内部オレフィンスルホン酸塩１ｍｏ
ｌに対して、好ましくは５ｍｍｏｌ以上１０ｍｍｏｌ以下であり、前記組成物中の内部オ
レフィンスルホン酸塩の含有量は、３２質量％以上７０質量％以下であり、前記組成物に
、さらに水を混合し、前記組成物中の水の含有量は、２７質量％以上５８質量％以下であ
り、
　より更に好ましくは、前記組成物中のアルカリ金属水酸化物及びアルカリ土類金属水酸
化物から選ばれる１種以上のアルカリ剤の含有量は、内部オレフィンスルホン酸塩１ｍｏ
ｌに対して、好ましくは５ｍｍｏｌ以上１０ｍｍｏｌ以下であり、前記組成物中の内部オ
レフィンスルホン酸塩の含有量は、３６質量％以上７０質量％以下であり、前記組成物に
、さらに水を混合し、前記組成物中の水の含有量は、２７質量％以上５８質量％以下であ
り、
　より更に好ましくは、前記組成物中のアルカリ金属水酸化物及びアルカリ土類金属水酸
化物から選ばれる１種以上のアルカリ剤の含有量は、内部オレフィンスルホン酸塩１ｍｏ
ｌに対して、好ましくは５ｍｍｏｌ以上１０ｍｍｏｌ以下であり、前記組成物中の内部オ
レフィンスルホン酸塩の含有量は、４０質量％以上７０質量％以下であり、前記組成物に
、さらに水を混合し、前記組成物中の水の含有量は、２７質量％以上５８質量％以下であ
る、＜２９＞～＜３４＞のいずれかに記載の内部オレフィンスルホン酸塩の保存方法。
＜４１＞
　前記組成物は、内部オレフィンスルホン酸塩の含有量が１０質量％以下である場合、又
は前記内部オレフィンスルホン酸塩の含有量が１０質量％超であるときには、その含有量
が１０質量％になるように水で希釈した場合（水で希釈した希釈液）の２５℃におけるｐ
Ｈが、好ましくは８．５以上、より好ましくは９．０以上、更に好ましくは９．４以上、
より更に好ましくは９．８以上であり、また、好ましくは１１．０以下、より好ましくは
１０．５以下である、＜２９＞～＜４０＞のいずれかに記載の内部オレフィンスルホン酸
塩の保存方法。
＜４２＞
　前記組成物に、さらに緩衝剤を混合する、＜２８＞～＜４１＞のいずれかに記載の内部
オレフィンスルホン酸塩の保存方法。
＜４３＞
　前記緩衝剤は、好ましくは炭酸塩、より好ましくは炭酸ナトリウムである、＜４２＞に
記載の内部オレフィンスルホン酸塩の保存方法。
＜４４＞
　前記組成物中の前記緩衝剤の含有量は、内部オレフィンスルホン酸塩１００質量部に対
して、好ましくは０．０１質量部以上、より好ましくは０．０５質量部以上、更に好まし
くは０．１質量部以上であり、また、好ましくは３．０質量部以下、より好ましくは２．
５質量部以下、更に好ましくは２．０質量部以下、より更に好ましくは１．０質量部以下
、より更に好ましくは０．５質量部以下である、＜４２＞又は＜４３＞に記載の内部オレ
フィンスルホン酸塩の保存方法。
＜４５＞
　好ましくは、前記組成物中のアルカリ金属水酸化物及びアルカリ土類金属水酸化物から
選ばれる１種以上のアルカリ剤の含有量は、内部オレフィンスルホン酸塩１ｍｏｌに対し
て、好ましくは１．５ｍｍｏｌ以上１０ｍｍｏｌ以下であり、前記組成物中の内部オレフ
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ィンスルホン酸塩の含有量は、１０質量％以上８０質量％以下であり、前記組成物に、さ
らに緩衝剤を混合し、前記緩衝剤の含有量は、内部オレフィンスルホン酸塩１００質量部
に対して、０．０１質量部以上３．０質量部以下であり、
　より好ましくは、前記組成物中のアルカリ金属水酸化物及びアルカリ土類金属水酸化物
から選ばれる１種以上のアルカリ剤の含有量は、内部オレフィンスルホン酸塩１ｍｏｌに
対して、好ましくは２．５ｍｍｏｌ以上１０ｍｍｏｌ以下であり、前記組成物中の内部オ
レフィンスルホン酸塩の含有量は、２０質量％以上７０質量％以下であり、前記組成物に
、さらに緩衝剤を混合し、前記緩衝剤の含有量は、内部オレフィンスルホン酸塩１００質
量部に対して、０．０５質量部以上２．５質量部以下であり、
　更に好ましくは、前記組成物中のアルカリ金属水酸化物及びアルカリ土類金属水酸化物
から選ばれる１種以上のアルカリ剤の含有量は、内部オレフィンスルホン酸塩１ｍｏｌに
対して、好ましくは５ｍｍｏｌ以上１０ｍｍｏｌ以下であり、前記組成物中の内部オレフ
ィンスルホン酸塩の含有量は、２５質量％以上７０質量％以下であり、前記組成物に、さ
らに緩衝剤を混合し、前記緩衝剤の含有量は、内部オレフィンスルホン酸塩１００質量部
に対して、０．１質量部以上２．０質量部以下であり、
　より更に好ましくは、前記組成物中のアルカリ金属水酸化物及びアルカリ土類金属水酸
化物から選ばれる１種以上のアルカリ剤の含有量は、内部オレフィンスルホン酸塩１ｍｏ
ｌに対して、好ましくは５ｍｍｏｌ以上１０ｍｍｏｌ以下であり、前記組成物中の内部オ
レフィンスルホン酸塩の含有量は、３０質量％以上７０質量％以下であり、前記組成物に
、さらに緩衝剤を混合し、前記緩衝剤の含有量は、内部オレフィンスルホン酸塩１００質
量部に対して、０．１質量部以上１．０質量部以下であり、
　より更に好ましくは、前記組成物中のアルカリ金属水酸化物及びアルカリ土類金属水酸
化物から選ばれる１種以上のアルカリ剤の含有量は、内部オレフィンスルホン酸塩１ｍｏ
ｌに対して、好ましくは５ｍｍｏｌ以上１０ｍｍｏｌ以下であり、前記組成物中の内部オ
レフィンスルホン酸塩の含有量は、３０質量％超７０質量％以下であり、前記組成物に、
さらに緩衝剤を混合し、前記緩衝剤の含有量は、内部オレフィンスルホン酸塩１００質量
部に対して、０．１質量部以上０．５質量部以下であり、
　より更に好ましくは、前記組成物中のアルカリ金属水酸化物及びアルカリ土類金属水酸
化物から選ばれる１種以上のアルカリ剤の含有量は、内部オレフィンスルホン酸塩１ｍｏ
ｌに対して、好ましくは５ｍｍｏｌ以上１０ｍｍｏｌ以下であり、前記組成物中の内部オ
レフィンスルホン酸塩の含有量は、３２質量％以上７０質量％以下であり、前記組成物に
、さらに緩衝剤を混合し、前記緩衝剤の含有量は、内部オレフィンスルホン酸塩１００質
量部に対して、０．１質量部以上０．５質量部以下であり、
　より更に好ましくは、前記組成物中のアルカリ金属水酸化物及びアルカリ土類金属水酸
化物から選ばれる１種以上のアルカリ剤の含有量は、内部オレフィンスルホン酸塩１ｍｏ
ｌに対して、好ましくは５ｍｍｏｌ以上１０ｍｍｏｌ以下であり、前記組成物中の内部オ
レフィンスルホン酸塩の含有量は、３６質量％以上７０質量％以下であり、前記組成物に
、さらに緩衝剤を混合し、前記緩衝剤の含有量は、内部オレフィンスルホン酸塩１００質
量部に対して、０．１質量部以上０．５質量部以下であり、
　より更に好ましくは、前記組成物中のアルカリ金属水酸化物及びアルカリ土類金属水酸
化物から選ばれる１種以上のアルカリ剤の含有量は、内部オレフィンスルホン酸塩１ｍｏ
ｌに対して、好ましくは５ｍｍｏｌ以上１０ｍｍｏｌ以下であり、前記組成物中の内部オ
レフィンスルホン酸塩の含有量は、４０質量％以上７０質量％以下であり、前記組成物に
、さらに緩衝剤を混合し、前記緩衝剤の含有量は、内部オレフィンスルホン酸塩１００質
量部に対して、０．１質量部以上０．５質量部以下である、＜２９＞～＜３４＞のいずれ
かに記載の内部オレフィンスルホン酸塩の保存方法。
＜４６＞
　好ましくは、前記組成物中の内部オレフィンスルホン酸塩の含有量は、１０質量％以上
８０質量％以下であり、前記組成物に、さらに水を混合し、前記組成物中の水の含有量は
、１７質量％以上８９質量％以下であり、前記組成物に、さらに緩衝剤を混合し、前記組
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成物中の緩衝剤の含有量は、内部オレフィンスルホン酸塩１００質量部に対して、０．０
１質量部以上３．０質量部以下であり、
　より好ましくは、前記組成物中の内部オレフィンスルホン酸塩の含有量は、２０質量％
以上７０質量％以下であり、前記組成物に、さらに水を混合し、前記組成物中の水の含有
量は、２７質量％以上７９質量％以下であり、前記組成物に、さらに緩衝剤を混合し、前
記組成物中の緩衝剤の含有量は、内部オレフィンスルホン酸塩１００質量部に対して、０
．０５質量部以上２．５質量部以下であり、
　更に好ましくは、前記組成物中の内部オレフィンスルホン酸塩の含有量は、２５質量％
以上７０質量％以下であり、前記組成物に、さらに水を混合し、前記組成物中の水の含有
量は、２７質量％以上７４質量％以下であり、前記組成物に、さらに緩衝剤を混合し、前
記組成物中の緩衝剤の含有量は、内部オレフィンスルホン酸塩１００質量部に対して、０
．１質量部以上２．０質量部以下であり、
　より更に好ましくは、前記組成物中の内部オレフィンスルホン酸塩の含有量は、３０質
量％以上７０質量％以下であり、前記組成物に、さらに水を混合し、前記組成物中の水の
含有量は、２７質量％以上６８質量％以下であり、前記組成物に、さらに緩衝剤を混合し
、前記組成物中の緩衝剤の含有量は、内部オレフィンスルホン酸塩１００質量部に対して
、０．１質量部以上１．０質量部以下であり、
　より更に好ましくは、前記組成物中の内部オレフィンスルホン酸塩の含有量は、３０質
量％超７０質量％以下であり、前記組成物に、さらに水を混合し、前記組成物中の水の含
有量は、２７質量％以上５８質量％以下であり、前記組成物に、さらに緩衝剤を混合し、
前記組成物中の緩衝剤の含有量は、内部オレフィンスルホン酸塩１００質量部に対して、
０．１質量部以上０．５質量部以下であり、
　より更に好ましくは、前記組成物中の内部オレフィンスルホン酸塩の含有量は、３２質
量％以上７０質量％以下であり、前記組成物に、さらに水を混合し、前記組成物中の水の
含有量は、２７質量％以上５８質量％以下であり、前記組成物に、さらに緩衝剤を混合し
、前記組成物中の緩衝剤の含有量は、内部オレフィンスルホン酸塩１００質量部に対して
、０．１質量部以上０．５質量部以下であり、
　より更に好ましくは、前記組成物中の内部オレフィンスルホン酸塩の含有量は、３６質
量％以上７０質量％以下であり、前記組成物に、さらに水を混合し、前記組成物中の水の
含有量は、２７質量％以上５８質量％以下であり、前記組成物に、さらに緩衝剤を混合し
、前記組成物中の緩衝剤の含有量は、内部オレフィンスルホン酸塩１００質量部に対して
、０．１質量部以上０．５質量部以下であり、
　より更に好ましくは、前記組成物中の内部オレフィンスルホン酸塩の含有量は、４０質
量％以上７０質量％以下であり、前記組成物に、さらに水を混合し、前記組成物中の水の
含有量は、２７質量％以上５８質量％以下であり、前記組成物に、さらに緩衝剤を混合し
、前記組成物中の緩衝剤の含有量は、内部オレフィンスルホン酸塩１００質量部に対して
、０．１質量部以上０．５質量部以下である、＜２９＞～＜３５＞のいずれかに記載の内
部オレフィンスルホン酸塩の保存方法。
＜４７＞
　好ましくは、前記組成物中のアルカリ金属水酸化物及びアルカリ土類金属水酸化物から
選ばれる１種以上のアルカリ剤の含有量は、内部オレフィンスルホン酸塩１ｍｏｌに対し
て、好ましくは１．５ｍｍｏｌ以上１０ｍｍｏｌ以下であり、前記組成物中の内部オレフ
ィンスルホン酸塩の含有量は、１０質量％以上８０質量％以下であり、前記組成物に、さ
らに水を混合し、前記組成物中の水の含有量は、１７質量％以上８９質量％以下であり、
前記組成物に、さらに緩衝剤を混合し、前記組成物中の緩衝剤の含有量は、内部オレフィ
ンスルホン酸塩１００質量部に対して、０．０１質量部以上３．０質量部以下であり、
　より好ましくは、前記組成物中のアルカリ金属水酸化物及びアルカリ土類金属水酸化物
から選ばれる１種以上のアルカリ剤の含有量は、内部オレフィンスルホン酸塩１ｍｏｌに
対して、好ましくは２．５ｍｍｏｌ以上１０ｍｍｏｌ以下であり、前記組成物中の内部オ
レフィンスルホン酸塩の含有量は、２０質量％以上７０質量％以下であり、前記組成物に
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、さらに水を混合し、前記組成物中の水の含有量は、２７質量％以上７９質量％以下であ
り、前記組成物に、さらに緩衝剤を混合し、前記組成物中の緩衝剤の含有量は、内部オレ
フィンスルホン酸塩１００質量部に対して、０．０５質量部以上２．５質量部以下であり
、
　更に好ましくは、前記組成物中のアルカリ金属水酸化物及びアルカリ土類金属水酸化物
から選ばれる１種以上のアルカリ剤の含有量は、内部オレフィンスルホン酸塩１ｍｏｌに
対して、好ましくは５ｍｍｏｌ以上１０ｍｍｏｌ以下であり、前記組成物中の内部オレフ
ィンスルホン酸塩の含有量は、２５質量％以上７０質量％以下であり、前記組成物に、さ
らに水を混合し、前記組成物中の水の含有量は、２７質量％以上７４質量％以下であり、
前記組成物に、さらに緩衝剤を混合し、前記組成物中の緩衝剤の含有量は、内部オレフィ
ンスルホン酸塩１００質量部に対して、０．１質量部以上２．０質量部以下であり、
　より更に好ましくは、前記組成物中のアルカリ金属水酸化物及びアルカリ土類金属水酸
化物から選ばれる１種以上のアルカリ剤の含有量は、内部オレフィンスルホン酸塩１ｍｏ
ｌに対して、好ましくは５ｍｍｏｌ以上１０ｍｍｏｌ以下であり、前記組成物中の内部オ
レフィンスルホン酸塩の含有量は、３０質量％以上７０質量％以下であり、前記組成物に
、さらに水を混合し、前記組成物中の水の含有量は、２７質量％以上６８質量％以下であ
り、前記組成物に、さらに緩衝剤を混合し、前記組成物中の緩衝剤の含有量は、内部オレ
フィンスルホン酸塩１００質量部に対して、０．１質量部以上１．０質量部以下であり、
　より更に好ましくは、前記組成物中のアルカリ金属水酸化物及びアルカリ土類金属水酸
化物から選ばれる１種以上のアルカリ剤の含有量は、内部オレフィンスルホン酸塩１ｍｏ
ｌに対して、好ましくは５ｍｍｏｌ以上１０ｍｍｏｌ以下であり、前記組成物中の内部オ
レフィンスルホン酸塩の含有量は、３０質量％超７０質量％以下であり、前記組成物に、
さらに水を混合し、前記組成物中の水の含有量は、２７質量％以上５８質量％以下であり
、前記組成物に、さらに緩衝剤を混合し、前記組成物中の緩衝剤の含有量は、内部オレフ
ィンスルホン酸塩１００質量部に対して、０．１質量部以上０．５質量部以下であり、
　より更に好ましくは、前記組成物中のアルカリ金属水酸化物及びアルカリ土類金属水酸
化物から選ばれる１種以上のアルカリ剤の含有量は、内部オレフィンスルホン酸塩１ｍｏ
ｌに対して、好ましくは５ｍｍｏｌ以上１０ｍｍｏｌ以下であり、前記組成物中の内部オ
レフィンスルホン酸塩の含有量は、３２質量％以上７０質量％以下であり、前記組成物に
、さらに水を混合し、前記組成物中の水の含有量は、２７質量％以上５８質量％以下であ
り、前記組成物に、さらに緩衝剤を混合し、前記組成物中の緩衝剤の含有量は、内部オレ
フィンスルホン酸塩１００質量部に対して、０．１質量部以上０．５質量部以下であり、
　より更に好ましくは、前記組成物中のアルカリ金属水酸化物及びアルカリ土類金属水酸
化物から選ばれる１種以上のアルカリ剤の含有量は、内部オレフィンスルホン酸塩１ｍｏ
ｌに対して、好ましくは５ｍｍｏｌ以上１０ｍｍｏｌ以下であり、前記組成物中の内部オ
レフィンスルホン酸塩の含有量は、３６質量％以上７０質量％以下であり、前記組成物に
、さらに水を混合し、前記組成物中の水の含有量は、２７質量％以上５８質量％以下であ
り、前記組成物に、さらに緩衝剤を混合し、前記組成物中の緩衝剤の含有量は、内部オレ
フィンスルホン酸塩１００質量部に対して、０．１質量部以上０．５質量部以下であり、
　より更に好ましくは、前記組成物中のアルカリ金属水酸化物及びアルカリ土類金属水酸
化物から選ばれる１種以上のアルカリ剤の含有量は、内部オレフィンスルホン酸塩１ｍｏ
ｌに対して、好ましくは５ｍｍｏｌ以上１０ｍｍｏｌ以下であり、前記組成物中の内部オ
レフィンスルホン酸塩の含有量は、４０質量％以上７０質量％以下であり、前記組成物に
、さらに水を混合し、前記組成物中の水の含有量は、２７質量％以上５８質量％以下であ
り、前記組成物に、さらに緩衝剤を混合し、前記組成物中の緩衝剤の含有量は、内部オレ
フィンスルホン酸塩１００質量部に対して、０．１質量部以上０．５質量部以下である、
＜２９＞～＜３４＞のいずれかに記載の内部オレフィンスルホン酸塩の保存方法。
＜４８＞
　前記組成物に、さらに酸を混合する、＜２８＞～＜４７＞のいずれかに記載の内部オレ
フィンスルホン酸塩の保存方法。
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＜４９＞
　前記酸は、好ましくはクエン酸、リン酸、ホウ酸、より好ましくはクエン酸である、＜
４８＞に記載の内部オレフィンスルホン酸塩の保存方法。
＜５０＞
　前記酸の配合量は、内部オレフィンスルホン酸塩１００質量部に対して、好ましくは１
０質量部以下、より好ましくは１質量部以下、更に好ましくは０．１質量部以下、より更
に好ましくは０．０１質量部以下である、＜４８＞又は＜４９＞に記載の内部オレフィン
スルホン酸塩の保存方法。
＜５１＞
　前記組成物に、さらにアニオン界面活性剤及びノニオン界面活性剤から選択される１種
以上の界面活性剤を混合する、＜２８＞～＜５０＞のいずれかに記載の内部オレフィンス
ルホン酸塩の保存方法。
＜５２＞
　前記組成物に、さらにハイドロトロープ剤を混合する、＜２８＞～＜５１＞のいずれか
に記載の内部オレフィンスルホン酸塩の保存方法。
＜５３＞
　前記組成物に、さらに溶剤を混合する、＜２８＞～＜５２＞のいずれかに記載の内部オ
レフィンスルホン酸塩の保存方法。
＜５４＞
　＜１＞～＜２７＞のいずれかに記載の内部オレフィンスルホン酸塩組成物を含有する、
硬質表面洗浄剤、住居用洗浄剤又は食器用洗浄剤。
＜５５＞
　＜１＞～＜２７＞のいずれかに記載の内部オレフィンスルホン酸塩組成物を配合してな
る、硬質表面洗浄剤、住居用洗浄剤又は食器用洗浄剤。
＜５６＞
　さらに、前記内部オレフィンスルホン酸塩以外の界面活性剤と、香料、防腐剤、抗菌剤
、ｐＨ調整剤（クエン酸など）、及び多価陽イオンから選択される１種以上の補助剤とを
含有する、＜５４＞又は＜５５＞に記載の硬質表面洗浄剤、住居用洗浄剤又は食器用洗浄
剤。
＜５７＞
　前記硬質表面洗浄剤、住居用洗浄剤又は食器用洗浄剤中の界面活性剤（前記内部オレフ
ィンスルホン酸塩を含む）の含有量は、好ましくは０．５質量％以上、より好ましくは１
５質量％以上であり、また、好ましくは６０質量％以下、より好ましくは３０質量％以下
である、＜５６＞に記載の硬質表面洗浄剤、住居用洗浄剤又は食器用洗浄剤。
＜５８＞
　前記硬質表面洗浄剤、住居用洗浄剤又は食器用洗浄剤中のｐＨ調整剤（クエン酸など）
の含有量は、好ましくは０．００１質量％以上であり、また、好ましくは８質量％以下、
より好ましくは５質量％以下である、＜５６＞又は＜５７＞に記載の硬質表面洗浄剤、住
居用洗浄剤又は食器用洗浄剤。
＜５９＞
　＜１＞～＜２７＞のいずれかに記載の内部オレフィンスルホン酸塩組成物を含有する、
衣料用洗浄剤。
＜６０＞
　＜１＞～＜２７＞のいずれかに記載の内部オレフィンスルホン酸塩組成物を配合してな
る、衣料用洗浄剤。
＜６１＞
　さらに、酵素を含有する、＜５９＞又は＜６０＞に記載の衣料用洗浄剤。
＜６２＞
　＜１＞～＜２７＞のいずれかに記載の内部オレフィンスルホン酸塩組成物を含有する、
衣料用処理剤。
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＜６３＞
　＜１＞～＜２７＞のいずれかに記載の内部オレフィンスルホン酸塩組成物を配合してな
る、衣料用処理剤。
＜６４＞
　さらに、親水性溶剤及び消泡剤から選択される１種以上の補助剤を含有する、＜６２＞
又は＜６３＞に記載の衣料用処理剤。
＜６５＞
　＜１＞～＜２７＞のいずれかに記載の内部オレフィンスルホン酸塩組成物を含有する、
衣料用柔軟剤。
＜６６＞
　＜１＞～＜２７＞のいずれかに記載の内部オレフィンスルホン酸塩組成物を配合してな
る、衣料用柔軟剤。
＜６７＞
　さらに、シリコーンを含有する、＜６５＞又は＜６６＞に記載の衣料用柔軟剤。
＜６８＞
　＜１＞～＜２７＞のいずれかに記載の内部オレフィンスルホン酸塩組成物を含有する、
身体用洗浄剤。
＜６９＞
　＜１＞～＜２７＞のいずれかに記載の内部オレフィンスルホン酸塩組成物を配合してな
る、身体用洗浄剤。
＜７０＞
　＜１＞～＜２７＞のいずれかに記載の内部オレフィンスルホン酸塩組成物を含有する、
毛髪用洗浄剤。
＜７１＞
　＜１＞～＜２７＞のいずれかに記載の内部オレフィンスルホン酸塩組成物を配合してな
る、毛髪用洗浄剤。
＜７２＞
　＜１＞～＜２７＞のいずれかに記載の内部オレフィンスルホン酸塩組成物の硬質表面洗
浄剤、住居用洗浄剤又は食器用洗浄剤の製造のための使用。
＜７３＞
　＜１＞～＜２７＞のいずれかに記載の内部オレフィンスルホン酸塩組成物の衣料用洗浄
剤の製造のための使用。
＜７４＞
　＜１＞～＜２７＞のいずれかに記載の内部オレフィンスルホン酸塩組成物の衣料用処理
剤の製造のための使用。
＜７５＞
　＜１＞～＜２７＞のいずれかに記載の内部オレフィンスルホン酸塩組成物の衣料用柔軟
剤の製造のための使用。
＜７６＞
　＜１＞～＜２７＞のいずれかに記載の内部オレフィンスルホン酸塩組成物の身体用洗浄
剤の製造のための使用。
＜７７＞
　＜１＞～＜２７＞のいずれかに記載の内部オレフィンスルホン酸塩組成物の毛髪用洗浄
剤の製造のための使用。
＜７８＞
　プラスチック、ガラス、陶器、ステンレス、木、スポンジ、まな板、調理台、テーブル
又は椅子の洗浄に、好ましくは着色や匂い等が課題となる硬質表面の洗浄に、より好まし
くはプラスチック、ガラス、陶器、スポンジ、まな板、調理台、テーブル又は椅子の洗浄
に用いられる＜５４＞～＜５８＞のいずれかに記載の硬質表面洗浄剤又は食器用洗浄剤。
＜７９＞
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　プラスチック、ガラス、陶器、ステンレス、木、スポンジ、まな板、調理台、テーブル
又は椅子の洗浄に、好ましくは着色や匂い等が課題となる硬質表面の洗浄に、より好まし
くはプラスチック、ガラス、陶器、スポンジ、まな板、調理台、テーブル又は椅子の洗浄
に用いられる＜７２＞に記載の硬質表面洗浄剤又は食器用洗浄剤の製造のための使用。
＜８０＞
　プラスチック、ガラス、陶器、ステンレス、木、紙、皮、ゴム、壁、フローリング、浴
槽、洗面台、便器又は窓の洗浄に、好ましくは着色や匂い等が課題となる硬質表面の洗浄
に、より好ましくはプラスチック、ガラス、陶器、紙、壁、フローリング、浴槽又は便器
の洗浄に用いられる＜５４＞～＜５８＞のいずれかに記載の硬質表面洗浄剤又は住居用洗
浄剤。
＜８１＞
　プラスチック、ガラス、陶器、ステンレス、木、紙、皮、ゴム、壁、フローリング、浴
槽、洗面台、便器又は窓の洗浄に、好ましくは着色や匂い等が課題となる硬質表面の洗浄
に、より好ましくはプラスチック、ガラス、陶器、紙、壁、フローリング、浴槽又は便器
の洗浄に用いられる＜７２＞に記載の硬質表面洗浄剤又は住居用洗浄剤の製造のための使
用。
【実施例】
【００７０】
　以下、本発明について、実施例に基づき具体的に説明する。なお、以下の実施例及び比
較例において、特記しない限り、「％」は「質量％」を意味する。また、各種物性の測定
法は以下のとおりである。
【００７１】
　＜内部オレフィンの二重結合分布の測定方法＞
　内部オレフィンの二重結合位置は、ガスクロマトグラフィー（以下、ＧＣと省略）によ
り測定した。具体的には、内部オレフィンに対しジメチルジスルフィドを反応させること
でジチオ化誘導体とした後、各成分をＧＣで分離した。それぞれのピーク面積より内部オ
レフィンの二重結合位置を求めた。なお、測定に使用した装置および測定条件は、以下の
通りである。
ＧＣ装置：ＨＰ６８９０（ＨＥＷＬＥＴＴ　ＰＡＣＫＡＲＤ社製）
カラム：Ｕｌｔｒａ－Ａｌｌｏｙ－１ＨＴキャピラリーカラム、３０ｍ×２５０μｍ×０
．１５μｍ（フロンティア・ラボ株式会社製）
検出器：水素炎イオン検出器（ＦＩＤ）
インジェクション温度：３００℃
ディテクター温度：３５０℃
Ｈｅ流量：４．６ｍＬ／分
【００７２】
　＜スルホン酸基が２位に存在する内部オレフィンスルホン酸塩の含有量の測定方法＞
　スルホン酸基の結合位置は、ＧＣにより測定した。具体的には、内部オレフィンスルホ
ン酸塩に対しトリメチルシリルジアゾメタンを反応させることでメチルエステル化誘導体
とした後、各成分をＧＣで分離した。それぞれのピーク面積比を質量比として、スルホン
酸基が２位に存在する内部オレフィンスルホン酸塩の含有量を算出した。なお、測定に使
用した装置および分析条件は次の通りである。
ＧＣ装置：アジレントテクノロジー６８５０（アジレントテクノロジー社製）
カラム：ＨＰ－１キャピラリーカラム、３０ｍ×３２０μｍ×０．２５μｍ（アジレント
テクノロジー社製）
検出器：水素炎イオン検出器（ＦＩＤ）
インジェクション温度：３００℃
ディテクター温度：３００℃
Ｈｅ流量：１．０ｍＬ／ｍｉｎ．
オーブン：６０℃（０分）→１０℃／分→３００℃（１０分）
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【００７３】
＜ヒドロキシ体／オレフィン体の質量比の測定方法＞
　内部オレフィンスルホン酸塩のヒドロキシ体／オレフィン体の質量比は、ＨＰＬＣ－Ｍ
Ｓにより測定した。具体的には、ＨＰＬＣによりヒドロキシ体とオレフィン体を分離し、
それぞれをＭＳにかけることで同定した。結果、そのＨＰＬＣ-ＭＳピーク面積から各々
の割合を求めた。なお、測定に使用した装置および条件は次の通りである。
ＨＰＬＣ装置：アジレントテクノロジー１１００（アジレントテクノロジー社製）
カラム：Ｌ－ｃｏｌｕｍｎＯＤＳ４．６×１５０ｍｍ（一般財団法人化学物質評価研究機
構製）
サンプル調製：メタノールで１０００倍希釈
溶離液Ａ：１０ｍＭ酢酸アンモニウム添加水
溶離液Ｂ：１０ｍＭ酢酸アンモニウム添加メタノール
グラジェント：０分（Ａ／Ｂ＝３０／７０％）→１０分（３０／７０％）→５５分（０／
１００％）→６５分（０／１００％）→６６分（３０／７０％）→７５分（３０／７０％
）、ＭＳ装置：アジレントテクノロジー１１００ＭＳ　ＳＬ（Ｇ１９４６Ｄ）
ＭＳ検出：陰イオン検出　ｍ／ｚ６０－１６００、ＵＶ２４０ｎｍ
【００７４】
＜組成分析＞
　実施例及び比較例で調製した内部オレフィンスルホン酸塩組成物中の内部オレフィンス
ルホン酸塩の含有量は、下記の流動電位法により求めた。水酸化カリウム又は水酸化ナト
リウムの含有量は、下記のＨＣｌによる中和滴定により求めた。炭酸ナトリウム及びクエ
ン酸の含有量は添加量より算出した。
【００７５】
＜流動電位法＞
　試料をメスフラスコに適量（１ｇ程度を小数点以下３桁の精度で）量り取り、イオン交
換水を加えて全量を２００ｍｌとし、この試料溶液１０ｍｌをさらにイオン交換水で希釈
した溶液を電位差滴定装置（京都電子工業株式会社、電位差自動滴定装置）を用いて滴定
を行った。滴定液としては０．００４ｍｏｌ／Ｌ塩化ベンゼトニウム溶液を用い、試料溶
液の電位がゼロになったときの滴定量を読み取った。試料中の内部オレフィンスルホン酸
塩の含有量は以下の式により求めた。　
　内部オレフィンスルホン酸塩の含有量（％）＝{（０．００４×ｆ×ｂ×分子量）／（
ａ×１０／２００×１０００）}×１００
ａ：試料採取量（ｇ）
ｂ：塩化ベンゼトニウム溶液使用量（ｍｌ）
ｆ：塩化ベンゼトニウム溶液のファクター
【００７６】
＜中和滴定＞
　試料を適量（５ｇ程度を小数点以下３桁の精度で）量り取り、イオン交換水で希釈した
溶液に１％フェノールフタレインエタノール溶液を０．０５ｇ程度加えて赤色に呈色させ
た。試料溶液を１／１０Ｎの塩酸により滴定し、赤色に呈色しなくなったときの滴定量を
読み取った。試料中の水酸化カリウム又は水酸化ナトリウムの含有量は以下の式により求
めた。　
　水酸化カリウム又は水酸化ナトリウムの含有量（％）＝{（１／１０×ｆ×ｄ×Ｍ）／
（ｃ×１０００）}×１００
ｃ：試料採取量（ｇ）
ｄ：１／１０Ｎ塩酸使用量（ｍｌ）
ｆ：１／１０Ｎ塩酸のファクター
Ｍ：水酸化ナトリウム又は水酸化カリウムの分子量
　なお、フェノールフタレインの呈色しない領域（ｐＨ８．３未満）については、以下の
方法により求めた。横軸に試料中の水酸化カリウム又は水酸化ナトリウムの含有量、縦軸
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にｐＨをとったとき、ｐＨ７から８．３までのこれらの関係を近似的に直線関係とみなし
て立てた以下の式により、実測したｐＨの値から試料中の水酸化カリウム又は水酸化ナト
リウムの含有量を算出した。　
　水酸化カリウム又は水酸化ナトリウムの含有量（％）＝（（実測したｐＨ）－７）／１
０１０．１
【００７７】
＜内部オレフィンスルホン酸塩の含有量が１０質量％になるように水で調整した場合のｐ
Ｈの測定方法＞
　ｐＨ標準液で校正したｐＨ計（株式会社堀場製作所、ｐＨメータ　Ｄ－５１）を用いて
測定を行った。内部オレフィンスルホン酸塩の含有量が１０質量％になるように、内部オ
レフィンスルホン酸塩組成物を水（イオン交換水）で希釈し、得られた希釈液を２５℃に
調整した後、希釈液中にｐＨ計のｐＨガラス電極を浸けて表示が安定したところを読み取
った。
【００７８】
＜内部オレフィンスルホン酸塩の含有量が１０質量％以下である場合のｐＨの測定方法＞
　ｐＨ標準液で校正したｐＨ計（株式会社堀場製作所、ｐＨメータ　Ｄ－５１）を用いて
測定を行った。内部オレフィンスルホン酸塩組成物を２５℃に調整した後、ｐＨ計のｐＨ
ガラス電極を浸けて表示が安定したところを読み取った。
【００７９】
＜緩衝剤の含有量の測定方法＞
　内部オレフィンスルホン酸塩組成物中の緩衝剤（炭酸ナトリウム等）の含有量は、イオ
ンクロマトグラフィーにより測定することができる。なお、測定には次の装置及び条件を
用いることができる。
イオンクロマトグラフィー装置：Ｄｉｏｎｅｘ　ＩＣＳ－２１００、Ｄｉｏｎｅｘ　ＡＳ
－ＡＰ（Ｔｈｅｒｍｏ　Ｆｉｓｈｅｒ　Ｓｃｉｅｎｔｉｆｉｃ株式会社製）
カラム：Ｄｉｏｎｅｘ　ＩｏｎＰａｃ　ＡＳ１１－ＨＣ（Ｔｈｅｒｍｏ　Ｆｉｓｈｅｒ　
Ｓｃｉｅｎｔｉｆｉｃ株式会社製）
溶離液：ＥＧＣ　III　ＫＯＨ（Ｔｈｅｒｍｏ　Ｆｉｓｈｅｒ　Ｓｃｉｅｎｔｉｆｉｃ株
式会社製）
サプレッサー：Ｄｉｏｎｅｘ　ＡＥＲＳ　５００（Ｔｈｅｒｍｏ　Ｆｉｓｈｅｒ　Ｓｃｉ
ｅｎｔｉｆｉｃ株式会社製）
【００８０】
＜保存安定性の評価＞
　内部オレフィンスルホン酸塩組成物を槽内の温度が一定に制御できる恒温槽内にて５０
℃で２０日間静置させた。製造直後、及び静置２０日後のそれぞれについて色相と匂いを
以下の方法に従って測定した。
（１）色相
　内部オレフィンスルホン酸塩の含有量が１０質量％になるように、内部オレフィンスル
ホン酸塩組成物を水（イオン交換水）で希釈して希釈液（５０ｍＬ）を得た。その後、希
釈液をリン酸を用いてｐＨ７．０±０．１に調整して試料溶液を得た。そして、試料溶液
を１０ｍｍガラスセルに入れて、水（イオン交換水）を対照に分光度計を用いて波長４２
０ｎｍの吸光度を測定した。得られた測定値を１０００倍した値を１０％クレットナンバ
ーとした。製造直後の値をＡ、及び静置２０日後の値をＢとしたときの色相変化率（％）
を下記計算式にて算出した。色相の安定性の観点から、色相変化率の絶対値が小さいこと
が好ましい。　
　色相変化率（％）＝１００×（Ｂ－Ａ）／Ａ
（２）匂い
　製造直後の内部オレフィンスルホン酸塩組成物の匂いレベルを１として、静置２０日後
の内部オレフィンスルホン酸塩組成物の匂いレベルがそれと比較してどの程度変化したか
を評価した。匂いレベルは下記５段階とし、数値が大きいほど強い匂いであることを意味
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する。匂い評価は研究員６名で行い、それぞれの評価結果の平均値を四捨五入し、数字一
桁で表した。静置２０日後の匂いレベルは１であることが好ましいが、レベル２、３も許
容できる。
　１：製造直後と比較して、匂いは同等又は弱い
　２：製造直後と比較して、匂いはかすかに強い
　３：製造直後と比較して、匂いはやや強い
　４：製造直後と比較して、匂いは強い
　５：製造直後と比較して、匂いは非常に強い
【００８１】
　製造例Ａ
（炭素数１６の内部オレフィンの作製）
　撹拌装置付きフラスコに１－ヘキサデカノール（製品名：カルコール６０９８、花王株
式会社製）７０００ｇ（２８．９モル）、固体酸触媒としてγ―アルミナ（ＳＴＲＥＭＣ
ｈｅｍｉｃａｌｓ，Ｉｎｃ社）７００ｇ（原料アルコールに対して１０ｗｔ％）を仕込み
、撹拌下、２８０℃にて系内に窒素（７０００ｍＬ／分）を流通させながら３時間以上反
応を行った。反応終了後のアルコール転化率は１００％、Ｃ１６内部オレフィン純度は９
９．６％であった。得られた粗内部オレフィンを蒸留用フラスコに移し、１３６～１６０
℃／４．０ｍｍＨｇで蒸留することでオレフィン純度１００％の炭素数１６の内部オレフ
ィンを得た。得られた内部オレフィンの二重結合分布は、Ｃ１位２．３％、Ｃ２位２３．
６％、Ｃ３位１８．９％、Ｃ４位１７．６％、Ｃ５位１３．６％、Ｃ６位１１．４％、Ｃ
７位、８位の合計が７．４％であった。
【００８２】
　製造例Ｂ
（炭素数１８の内部オレフィンの作製）
　撹拌装置付きフラスコに１－オクタデカノール（製品名：カルコール８０９８、花王株
式会社製）７０００ｇ（２５．９モル）、固体酸触媒としてγ―アルミナ（ＳＴＲＥＭＣ
ｈｅｍｉｃａｌｓ，Ｉｎｃ社）７００ｇ（原料アルコールに対して１０ｗｔ％）を仕込み
、撹拌下、２８０℃にて系内に窒素（７０００ｍＬ／分）を流通させながら１０時間以上
反応を行った。反応終了後のアルコール転化率は１００％、Ｃ１８内部オレフィン純度は
９８．２％であった。得られた粗内部オレフィンを蒸留用フラスコに移し、内温１４８～
１５８℃／０．５ｍｍＨｇで蒸留することでオレフィン純度１００％の炭素数１８の内部
オレフィンを得た。得られた内部オレフィンの二重結合分布は、Ｃ１位２．２％、Ｃ２位
２７．７％、Ｃ３位２０．７％、Ｃ４位１５．５％、Ｃ５位１０．６％、Ｃ６位８．５％
、Ｃ７位６．６％、Ｃ８、９位の合計が４．１％であった。
【００８３】
　製造例１
（内部オレフィンスルホン酸塩（Ｃ１６ＩＯＳ）の製造方法）
　製造例Ａで製造した炭素数１６の内部オレフィンを、外部にジャケットを有する薄膜式
スルホン化反応器に入れ、反応器外部ジャケットに２０℃の冷却水を通液する条件下で三
酸化硫黄ガスを用いてスルホン化反応を行った。スルホン化反応の際のＳＯ３／内部オレ
フィンのモル比は１．００５に設定した。得られたスルホン化物を、理論酸価に対し１．
０５モル倍量の水酸化カリウム（アルカリ剤）で調製したアルカリ水溶液と混合し、連続
法にて３０℃で、１時間中和した。中和物をオートクレーブ中で１７０℃にて、１時間加
熱することで加水分解を行い、炭素数１６の内部オレフィンスルホン酸カリウムを得た。
得られた内部オレフィンスルホン酸カリウム中のスルホン酸基が２位に存在する内部オレ
フィンスルホン酸塩の含有量は１４．９％、炭素鎖の末端に二重結合を有するオレフィン
スルホン酸塩の含有量は１．１％、ヒドロキシ体（ヒドロキシアルカンスルホン酸カリウ
ム）／オレフィン体（オレフィンスルホン酸カリウム）の質量比は８４／１６であった。
また、得られた内部オレフィンスルホン酸カリウム中に含有される原料内部オレフィンの
含有量は０．５％、無機化合物は１．２％であった。



(33) JP 2019-99794 A 2019.6.24

10

20

30

40

【００８４】
　製造例２
（内部オレフィンスルホン酸塩（Ｃ１８ＩＯＳ）の製造方法）
　製造例Ｂで製造した炭素数１８の内部オレフィンを用いた以外は、製造例１と同様の条
件で、炭素数１８の内部オレフィンスルホン酸カリウムを得た。得られた内部オレフィン
スルホン酸カリウム中のスルホン酸基が２位に存在する内部オレフィンスルホン酸塩の含
有量は１７．７％、炭素鎖の末端に二重結合を有するオレフィンスルホン酸塩の含有量は
１．０％、ヒドロキシ体／オレフィン体の質量比は８０／２０であった。また、得られた
内部オレフィンスルホン酸カリウム中に含有される原料内部オレフィンの含有量は１．０
％、無機化合物は１．２％であった。
【００８５】
　製造例３
（内部オレフィンスルホン酸塩（Ｃ１６／Ｃ１８ＩＯＳ）の製造方法）
製造例Ａで製造した炭素数１６の内部オレフィンと、製造例Ｂで製造した炭素数１８の内
部オレフィンを８０／２０の質量比で混合したＣ１６／Ｃ１８内部オレフィンを用い、中
和剤として水酸化ナトリウム（アルカリ剤）で調製したアルカリ水溶液を用いた以外は、
製造例１と同様の条件で、炭素数１６と炭素数１８の質量比が８０／２０の内部オレフィ
ンスルホン酸ナトリウムを得た。得られた内部オレフィンスルホン酸ナトリウム中のスル
ホン酸基が２位に存在する内部オレフィンスルホン酸塩の含有量は１５．５％、炭素鎖の
末端に二重結合を有するオレフィンスルホン酸塩の含有量は１．１％、ヒドロキシ体／オ
レフィン体の質量比は８５／１５であった。また、得られた内部オレフィンスルホン酸ナ
トリウム中に含有される原料内部オレフィンの含有量は１．２％、無機化合物は１．４％
であった。
【００８６】
　製造例１～３で得られた内部オレフィンスルホン酸塩は、必要に応じて、濃縮して用い
た。
【００８７】
　実施例１～４、比較例１及び２
　製造例１で得られたアルカリ剤を含むＣ１６ＩＯＳと水（イオン交換水）とを混合し、
緩衝剤として内部オレフィンスルホン酸塩１００質量部に対して０．１５質量部の炭酸ナ
トリウムを加え、さらにクエン酸を適量加えてアルカリ剤の含有量とｐＨを調整し、表１
に記載の組成の内部オレフィンスルホン酸塩組成物を調製した。
【００８８】
　実施例５～６、比較例３及び４
　製造例２で得られたアルカリ剤を含むＣ１８ＩＯＳと水（イオン交換水）とを混合し、
緩衝剤として内部オレフィンスルホン酸塩１００質量部に対して０．１５質量部の炭酸ナ
トリウムを加え、さらにクエン酸を適量加えてアルカリ剤の含有量とｐＨを調整し、表１
に記載の組成の内部オレフィンスルホン酸塩組成物を調製した。
【００８９】
　実施例７～９、比較例５～７
　製造例３で得られたアルカリ剤を含むＣ１６／１８ＩＯＳと水（イオン交換水）とを混
合し、緩衝剤として内部オレフィンスルホン酸塩１００質量部に対して０．１５質量部の
炭酸ナトリウムを加え、さらにクエン酸を適量加えてアルカリ剤の含有量とｐＨを調整し
、表１に記載の組成の内部オレフィンスルホン酸塩組成物を調製した。
【００９０】
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【表１】

【００９１】
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　表１から明らかなように、アルカリ剤の含有量が、内部オレフィンスルホン酸塩１ｍｏ
ｌに対して０．２ｍｍｏｌ以上１５ｍｍｏｌ以下である実施例１～９の内部オレフィンス
ルホン酸塩組成物は、アルカリ剤の含有量が前記範囲外である比較例１～７の内部オレフ
ィンスルホン酸塩組成物に比べて、色相変化率及び匂いレベルの値が小さく、長期間保存
した場合でも色相と匂いが変化しにくく、安定性に優れるものであることがわかる。また
、２５℃におけるｐＨが８．５以上１１．０以下である実施例１～９の内部オレフィンス
ルホン酸塩組成物は、２５℃におけるｐＨが前記範囲外である比較例１～７の内部オレフ
ィンスルホン酸塩組成物に比べて、色相変化率及び匂いレベルの値が小さく、長期間保存
した場合でも色相と匂いが変化しにくく、安定性に優れるものであることがわかる。
【産業上の利用可能性】
【００９２】
　本発明の内部オレフィンスルホン酸塩組成物は、各種洗浄剤の基剤として有用である。
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